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平成２６年第２回定例会会議録 

 

招 集 年 月 日 平成２６年６月６日 

招 集 の 場 所 御 代 田 町 議 事 堂 

開 閉 会 日 時 
開 会 平成２６年 ６月 ６日     午前１０時００分 

閉 会 平成２６年 ６月１６日     午前１０時３８分 

 

 

第１日目 

 

 

開 議 ・ 散 会 の 日 時 
開 議 平成２６年 ６月 ６日     午前１０時００分 

散 会 平成２６年 ６月 ６日     午後 ３時５４分 
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議 席 氏    名 出欠席 

 

議 席 氏    名 出欠席 

１ 池 田 る み 出 席 ８ 仁 科 英 一 出 席 

２ 五 田 理 恵 出 席 ９ 茂 木   勲 出 席 

３ 亓 味 髙 明 出 席 １０ 池 田 健一郎 出 席 

４ 徳 吉 正 博 出 席 １１ 内 堀 恵 人 出 席 

５ 奥 田 敏 治 出 席 １２ 市 村 千恵子 出 席 

６ 野 元 三 夫 出 席 １３ 古 越   弘 出 席 

７ 小五土 哲 雄 出 席 １４ 笹 沢   武 出 席 
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会 議 録 署 名 議 員 
１１番 内 堀 恵 人 

１２番 市 村 千恵子 

 

 

職務のため出席した事務局職員の職氏名 

 

 

事 務 局 長  小 山 岳 夫 

係   長  古 越 光 弘 

 

 

説明のため出席した者の職氏名 

 

 

町 長 茂 木 祐 司 

 

副 町 長 内 堀 豊 彦 

教 育 長 櫻 五 雄 一 会 計 管 理 者 山 本 邦 重 

総 務 課 長 尾 台 清 注 企 画 財 政 課 長 土 屋 和 明 

税 務 課 長 茂 木 康 生 教 育 次 長 重 田 重 嘉 

町 民 課 長 荻 原  浩 保 健 福 祉 課 長 古 畑 洋 子 

産 業 経 済 課 長 飯 塚  守 建 設 水 道 課 長 大 五 政 彦 

消 防 課 長 土 屋  淳   

議 事 日 程 別 紙 

議 長 の 諸 報 告 別 紙 

会 議 事 件 別 紙 

会 議 の 経 過 別 紙 
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第2回定例会会議録 

 

平成２６年 ６月 ６日（金） 

開  会  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 

－－－日程第１ 開会宣言－－－   

○議長（笹沢 武君）  おはようございます。これより、平成２６年第２回御代田町議会

定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は１４名、全員の出席であります。 

 理事者側でも、全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりでございます。 

 

－－－諸般の報告－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

 小山岳夫議会事務局長。 

（議会事務局長 小山岳夫君 登壇）   

○議会事務局長（小山岳夫君）  それでは、書類番号１番をごらんいただきたいと思いま

す。 

 諸般の報告 

 平成２６年６月６日 

 １．本定例会に別紙配付のとおり町長から議案２８件・報告４件・諮問１件が提

出されています。 

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。 

 ３．本定例会に別紙配付した請願文書表のとおり、請願２件が提出され、受理し

ました。 

 ４．本定例会の説明のため町長ほか関係者に出席を求めました。 

 ５．本定例会における一般質問通告者は、池田健一郎議員他８名であります。 

 ６．閉会中における報告事項は別紙のとおりでございます。 

 次のページからは、監査委員からの定期監査、例月出納検査報告書でございます

ので、後ほどごらんいただきたいと思います。 
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 また、閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折に報告させていただき

ますので、この場においては省略とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

－－－日程第２ 会期決定－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してございますの

で、議会運営委員長より報告を求めます。 

 内堀恵人議会運営委員長。 

（議会運営委員長 内堀恵人君 登壇）   

○議会運営委員長（内堀恵人君）  皆さん、おはようございます。 

 それでは、報告をいたします。 

 去る５月３０日、午前１０時より、議会運営委員会を開催し、平成２６年第２回

御代田町議会定例会に提出予定の議案、一般質問等について、審議日程等を検討し

たので、その結果を報告いたします。 

 本定例会に町長から提案されます案件は、専決事項の承認１２件、事件案７件、

条例案４件、予算案５件、報告４件、諮問１件、計３３件であります。３月定例会

以降提出された請願は２件で受理と決定いたしました。 

 会期は本日より６月１６日までの１１日間とすることに決定いたしました。 

 次に、審議日程につきましては、書類番号１をごらんいただきたいと思います。 

 会期及び審議日程。 

 第 １日目  ６月 ６日 金曜日 午前１０時 開会 

                        諸般の報告 

                        会期の決定 

                        会議録署名議員の指名 

                        町長招集の挨拶 

                        議案上程、議案に対する質疑 

                        議案の委員会付託 

 第 ２日目  ６月 ７日 土曜日       議案調査 
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 第 ３日目  ６月 ８日 日曜日       議案調査 

 第 ４日目  ６月 ９日 月曜日 午前１０時 一般質問 

 第 ５日目  ６月１０日 火曜日 午前１０時 一般質問・全員協議会 

 第 ６日目  ６月１１日 水曜日 午前１０時 常任委員会 

 第 ７日目  ６月１２日 木曜日 午前１０時 常任委員会 

 第 ８日目  ６月１３日 金曜日       議案調査 

 第 ９日目  ６月１４日 土曜日       休会 

 第１０日目  ６月１５日 日曜日       休会 

 第１１日目  ６月１６日 月曜日 午前１０時 委員長報告 

                        質疑・討論・採決 

                         閉会 

 続いて、各常任委員会、全員協議会の会場、時間について報告いたします。 

 総務福祉文教常任委員会 

     ６月１１日 水曜日 午前１０時    大会議室 

     ６月１２日 木曜日 午前１０時    大会議室 

 町民建設経済常任委員会 

     ６月１１日 水曜日 午前１０時    議場 

     ６月１２日 木曜日 午前１０時    議場 

 全員協議会開催日程 

     ６月１０日 火曜日 午後 ３時    大会議室 

 以上で報告を終わります。 

○議長（笹沢 武君）  ただいま、議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日よ

り６月１６日までの１１日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日より６月１６日までの１１日間と決しました。 

 

－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３、会議録署名議員の指名を行います。 
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 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により議長において 

  １１番 内堀 恵人議員 

  １２番 市村千恵子議員 

 を指名いたします。 

 

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第４ 議会招集のあいさつを求めます。 

 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇）   

○町長（茂木祐司君）   議員の皆様には時節柄大変お忙しい中にもかかわらず、平成

２６年６月定例議会に御出席を賜り、議会が開会できますことに心より感謝を申し

上げます。 

 さて、佐久市、軽五沢町、立科町及び御代田町による新クリーンセンターの建設

に向けた事業は、町が取り組むべき最重要課題として位置づけており、いよいよ重

要な時期を迎えました。 

 本定例会には、１０月の一部事務組合設立に向けての議案として、佐久市北佐久

郡環境施設組合規約（案）と補足説明資料を提出させていただきました。 

 本事業の環境影響評価、いわゆる環境アセスの取り組みは、２年前に地元となり

ます面替区、周辺地域となります豊昇区、児玉区から環境アセス実施に対する同意

書を提出いただいた中で順調に作業が進められてまいりました。 

 昨年１年間をかけて大気質や地上及び上層の気象調査、悪臭や土壌の汚染調査、

さらに、動植物の現況調査など、１７項目の調査を実施してまいりました。御協力

をいただきました地域の皆様には、心より感謝申し上げます。 

 この環境アセスによる調査結果と、それに基づく予測結果をもとに環境影響評価

準備書が完成し、５月１４日の豊昇区を皮切りに町内５カ所で説明会を開催させて

いただき、６月１日の面替区での説明会開催で全て終了いたしました。 

 現在、この説明会で出されました御意見や御要望、御質問などを取りまとめる作

業を行っているところです。今後は、環境影響評価準備書に対しまして、地域の皆

様からいただいた御意見や御要望などを踏まえて準備書の内容を再検討し、必要な

修正を行いまして、次の段階として最終的な取りまとめとなる環境影響評価の評価
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書を作成することとなっております。 

 この評価書の内容に基づきまして、環境に与える影響を軽減させるために必要な

対策を実施して、大きな問題がなければ地元である面替区と周辺地域の豊昇区、児

玉区の皆様に最終的には建設の同意をお願いしていくこととなっております。 

 したがいまして、１０月の一部事務組合の設立をもって御代田町として建設に同

意するということを意味するものではありません。また、本事業の御代田町側の地

元となります面替区の条件整備に向けた要望書の取りまとめ作業を現在進めていた

だいております。それぞれ関係する方々には、大変な御苦労をお願いしているわけ

ですが、町としましては、地元の条件整備に対しまして誠意を持って対応してまい

りますので、御協力をよろしくお願いいたします。 

 御代田町では、残念なことに、これまで市町村による広域的なごみ処理のレール

に乗ることができずにきました。今、民間業者に委託してごみを処理していますが、

民間での処理は経済情勢や業者の経営状況などに左右されやすいことから、不安定

なものと言わざるを得ません。また、処理費用は、現在の佐久クリーンセンターと

の比較でも割高になっていることも事実です。 

 今回の事業は、現在の不安定な可燃ごみの処理から一日も早く脱却し、将来に向

けて安心できる安定的な処理を実現させることにあります。さらに、経費的にも安

価で負担の尐ない佐久地域の市町村が共同で運営する広域での処理を進めることが

御代田町が抱えている大きな課題の解決につながるものと確信しております。 

 ６月定例議会で一部事務組合設立に向けた議案を提出させていただいたことは、

そういう意味からも町の将来を決する重要な課題であると考えています。 

 現在、進められております建設計画は、一つ一つの問題を解決する上で極めて大

きな課題を乗り越えて進まなければなりません。建設地に接近している面替区を始

めとする近隣地域の皆様には、大変に大きな心労をおかけし御心配をおかけしてお

りますことに、私としましても心苦しく思っているところです。皆様からいただき

ました自然環境への影響に十分配慮した施設をとの願いを真正面から受けとめて、

本事業を進めていきたいと考えておりますので、地域の皆様の御理解と御協力を賜

りますようよろしくお願いをいたします。 

 御代田町の抱える最大の課題を解決し、未来を切り開く今回の事業の成功に向け

た取り組みに議員の皆様の御支援と御協力を切にお願いするものです。 
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 さて、本定例会に提案させていただいております案件は、専決処分事項の報告

１２件、事件案７件、条例案４件、補正予算案５件、報告事項４件、諮問１件の計

３３件です。 

 専決処分事項の報告１２件につきましては、地方税法の改正に伴い、町税条例及

び国民健康保険税条例の改正条令の一部改正を行ったものです。 

 平成２５年度一般会計補正予算の専決ですが、歳入につきましては、町税、地方

交付税、国県補助金などの額の確定による補正を、歳出につきましては、工業振興

補助金などの事業費確定に伴う減額を補正したものであり、旧会計の特別会計補正

予算とともに３月３１日付で専決処分させていただきました。 

 事件案につきましては、東信地区交通災害共済組合と北信地域町村交通災害共済

事務組合の長期的に安定した組合運営を確保するため、組合規模の拡大を目指した

統合の協議を重ねてまいりましたが、平成２６年３月１７日に両組合において対等

な立場での統合協定が調印されました。そのため、地方自治法の規定により規約の

変更、組合の解散、組合解散に伴う財産処分及び新組合への加入のための４議案を

お願いするものです。 

 また、地方自治法第９６条第１項第５号の規定による御代田南小学校の大規模改

造工事請負契約や佐久市北佐久郡環境施設組合の設立に向けた組合規約、町道とし

て５路線の認定をお願いするものです。 

 条例案につきましては、行政財産の目的外使用をしても、その用途、目的が妨げ

られない場合について使用することができるようにするために、御代田町行政財産

の目的外使用に関する条例案の制定をお願いするものです。 

 御代田町町税条例及び御代田町国民健康保険税条例の一部改正につきましては、

ともに税制改正に伴い改正をお願いするものです。 

 御代田町在宅介護支援センター設置及び管理に関する条例を廃止する条例案につ

いては、平成１７年の介護保険法改正を機に地域包括支援センターの新設以来休止

状態となっておりましたので、県の財産処分承認を受け廃止させていただくもので

す。 

 次に、平成２６年度一般会計補正予算案につきましては、７,９３８万円の増額

補正を計上し、歳入歳出総額を６０億７,６０３万円にするものです。 

 主な補正の内容につきましては、厚生労働省の地域介護福祉空間整備等施設整備
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交付金を受け、新たに三ツ谷区に世代間交流施設を建設しようとする経費４,５１６万

円や、共通番号制度導入に伴うシステム改修委託料１,７９２万円、また、消火栓

の標識を整備するための経費８３４万円や４月の人事異動に伴います職員人件費の

補正を計上しました。 

 歳入は、これら事業に対する国庫補助金として地域介護福祉空間整備等施設整備

交付金３,３７８万円、社会保障税番号制度システム整備補助金１,１３７万円など

を計上しました。 

 特別会計は、小沼地区財産管理特別会計は、三ツ谷区の世代間交流施設建設費用

に充てるため１,０１０万円を一般会計に繰り出すものです。 

 介護保険事業勘定特別会計は、共済組合掛金負担金率の増率に伴う人件費を増額

するものです。 

 公共下水道事業特別会計は、社会資本整備総合交付金３５０万円の増額と、それ

に伴う委託料の増額と人件費の補正です。 

 御代田小沼水道事業会計は、人事異動に伴います職員給与費２１６万円の減額補

正を計上しました。 

 報告事項４件につきましては、平成２５年度御代田町土地開発公社事業報告及び

第１回補正予算の報告ほか２件の報告です。 

 諮問につきましては、本年９月３０日をもって人権擁護委員１名の方の任期が満

了するため、次期委員の推薦に当たりまして意見を求めるものです。 

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明

いたしますのでよろしく御審議をいただき、原案どおりの御採決をお願い申し上げ

まして、第２回御代田町議会定例会招集の挨拶とさせていただきます。よろしくお

願いをいたします。 

○議長（笹沢 武君）  これより議案を上程いたします。 

 

－－－日程第５ 議案第３９号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第５ 議案第３９号 専決処分事項の報告についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 茂木康生税務課長。 
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（税務課長 茂木康生君 登壇）   

○税務課長（茂木康生君）  おはようございます。議案書の４ページをお願いいたします。 

 議案第３９号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決をした

ので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

平成２６年６月６日 提出 

御代田町長        

 ５ページをお願いいたします。 

 専第１号 御代田町町税条例の一部を改正する条例について、平成２６年３月

３１日専決処分をさせていただきました。 

 ６ページをお願いいたします。 

 御代田町町税条例の一部を改正する条例ということで、町税条例の改正につきま

しては、基本的には毎年年度末に示されます国の税制改正に基づき専決処分や議案

として対応させていただいておりますけれども、今回は、平成２６年度税制改正に

係る地方税法等の一部改正が平成２６年３月３１日に公布されたことに伴い条例改

正を行ったものでございます。 

 改正の概略につきましては、３月の第１回定例会での全員協議会において御説明

させていただきましたが、２６年度の税制改正に伴う条例改正の主な内容は、１と

しまして、法人町民税法人税割の税率引き下げ、２、軽自動車税の見直しによる税

額の引き上げ、３、国民健康保険税の課税限度額の引き上げと低所得者の負担軽減

措置対象者の拡大、４、法改正による所要の規定整備となっております。 

 このうち１の法人町民税法人税割の税率改正については、この後の議案第５９号

の町税条例の改正案として提出しており、３の国保税の課税限度額の引き上げ等に

ついては、次の議案第４０号の専決処分事項の報告で行いますので、ここでは２の

軽自動車税の引き上げ、及び４の所要の規定整備について御説明いたします。 

 資料番号１をお願いいたします。 

 まず、軽自動車税の引き上げですが、１ページをごらんください。 

 改正条文の朗読は割愛させていただきますが、条例８２条、制定附則第１６条、

改正附則の第４条、５条、６条が、軽自動車のこの引き上げの関係の関係条文とな

ります。 
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 軽自動車税の引き上げについては、税制改正のうち、車体課税の見直しとしまし

て、１の欄にございます原動機付自転車等のいわゆる小型車については、約

１.５倍に引き上げられました。ただし、１.５倍と申し上げましたが、引き上げの

税率が２,０００円に満たない５０ccあるいは９０ccについては、２,０００円とな

りまして、２７年度、来年度から課税、引き上げられるという形になります。 

 そ れから、２番の欄の三輪以上の軽自動車税については、自家用乗用車は

１.５倍、その他の区分の車両は１.２５倍、そこにあります改正後の①という部分

の税額に引き上げることとなりました。 

 この車両については、平成２７年４月１日以降に最初の新規検査、登録になるか

と思うんですが、受けるものから改正後の税率が適用されることになりますので、

軽自動車については、現実には、月割課税というものがございませんので、２８年

度の課税から対象になるというふうにお考えいただきたいと思います。 

 また、３の欄の小型特殊自動車も約１.２５倍の引き上げ、ただし、引き上げ額、

軽自動車の５０ccのところが８００円上がっていますが、最低額を８００円として

いるため、農耕作業車は２,４００円となり、その欄については２７年度からの引

き上げとなります。 

 一方、制定附則の第１６条で、軽自動車税においても、グリーン化、環境負荷の

軽減ということになろうかと思いますが、これを進める観点から、最初の新規検査

から１３年を経過した軽四輪車と２の欄の自動車になりますが、課税の特例として

改正後の税率におおむね２０％の重課というものが導入されまして、年数が経過し

た軽自動車は、②のところに重課税率というふうに載っておりますが、重課税率の

適用となります。 

 御承知のことと思いますけれども、普通自動車税は既に１０％だと思うんですけ

れども、重課が導入されております。 

 改正附則第４条から６条は、経過措置でありますが、４条で２７年度以降に引き

上げを適用し、２６年度までは従前の例による旨を規定しまして、５条で経年車の

重課の適用区分を規定、６条では既存車について改正前の税率適用と重課の措置が

盛り込まれております。 

 ２ページ、資料のこの２ページをちょっとお願いしたいと思います。 

 この例を見ていただくと、一番台数が多い軽自動車の、いわゆる乗用の自家用車
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の軽自動車の税負担の変化を示した図でございます。これをちょっと御説明したい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 例えば、そこにあります平成２５年１２月現在、去年ですね。軽自動車を所有し

ている場合、現在７,２００円が税額になっておりますけれども、これにつきまし

ては、いわゆる１３年間、所有している車が１３年間を経過した翌年度、ここでは

例としては平成２０年に新車として購入した車であれば、平成３４年度にいわゆる

７,２００円から、先ほど新税率と申し上げましたが、それは適用されず、そのま

ま重課の１万２,９００円という形で課税になります。 

 それから、例えば、もう２５年の１２月現在、例えば、１３年をもう経過してい

る車であれば、２７年度は変わらず、２８年度から１万２,９００円になるという、

そういう説明になります。 

 それから、平成２６年の５月、これ６月、７月でも同じなんですが、新車に買い

かえた場合は、そのまま７,２００円、現行がそのまま生きまして、平成４０年に

１万２,９００円になると。 

 それから、先ほどちょっと平成２７年４月以降というふうに出ましたが、平成

２７年の５月にいわゆる新車を買いかえた場合、この場合には７,２００円でいく

んですが、先ほど２７年４月１日以降税率が上がるというふうに申し上げますが、

新車に買いかえた場合には、この時点で一旦７,２００円が１万８００円になりま

す。それで、このとこからやはりまた１３年を経過しますと、今度は平成４１年の

とこから１万２,９００円になるという形になります。 

 それから、では、平成２７年５月、来年度に中古車を買いかえた場合は、じゃど

うなるかという場合には、そこにありますけれども、２７年度に中古車を買いかえ

た場合には、古い車ですので、そのまま７,２００円がいくんですが、結局１３年

経過した時点で１万２,９００円の税額になるというふうに見ていただきたいと思

います。 

 もう一度、また、これをちょっとよく見ていただければ、自分の車に当てはめて

考えれば、どこに適用になるかということがおわかりになるかと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 次に、改正に伴う所要の整備についても、改正条文の朗読は割愛させていただき

まして、資料で御説明したいと思います。 
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 ３ページをお願いいたします。 

 ３ページですけれども、そこに改正の概要という形で専決処分した分出ておりま

す。 

 条例第２３条関係については、町民税の納税義務者等について、外国法人の関係

の整備がありまして、法改正によって、この部分の条文を改めるということでござ

います。 

 それから、条例第３３条の第５項については、所得割の課税標準ですが、これは

号ずれの措置を整備するということでございます。 

 それから、条例第４８条の第２項、第５項、法人町民税の申告納付の関係ですが、

これも法人税法に係る外国法人の関係で所定の整備を行うという内容でございます。 

 それから、条例第５２条第１項、法人町民税に係る納期限の延長の場合の延滞金

ということで、これも外国法人に係る所定の整備という形になります。 

 それから、条例第５７条、第５９条、これについては、固定資産税の非課税の規

定を受けなくなった固定資産所有者がすべき申告ということで、これも法改正によ

って条ずれの措置を行うというものでございます。 

 それから、条例第８２条については、今御説明したとおりでございます。 

 それから、附則の第４条の２ということで、公益法人等に係る町民税の課税の特

例ということで、やはり租税特別措置法の改正に伴う所要の措置ということでござ

います。 

 附則第６条については、これは、そこにあります課税標準の計算細目を定めてい

るということで、もう条例で定める必要がないということで規定を削除するもので

ございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 それから、附則第６条の２、それから、附則第６条の３、そこにあるものについ

ても規定の削除を行うものでございます。 

 附則第８条については、肉用牛売却の所得に係る町民税の課税の特例ということ

で、延長期限が３年間延びるという、そういった内容でございます。 

 それから、附則第１０条の２、法附則第１５条第２項第１項の条例で定める割合

というふうに書いてございますが、これは公害防止用設備やノンフロン製品等の、

そういった償却資産について、総務省令で定める一定のものについては、これまで
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法律で課税標準の特例を定めておりましたけれども、「わがまち特例」の導入とい

うことで、条例で定めるものでございまして、この率については、今までの法律と

同じという形で制定されております。 

 次に、附則１０条の３の第９項ということで、これ新築住宅等の固定資産税の減

額規定適用の申告ということで、耐震改修が行われたものについて減額措置が創設

されたということで改正をするものでございます。 

 それから、附則第１６条については、今説明したとおりでございます。 

 附則第１７条の２ですけれども、これは町民税の長期譲渡の関係の特例というこ

とで、これも適用期限が３年間延長という内容でございます。 

 それから、附則第１９条ですけれども、一般株式等に係る譲渡所得等の町民税課

税の特例ということで、これも株式等に係る譲渡所得が２つに分かれたということ

で所要の規定整備ということになっております。 

 それから、附則第１９条の２ですが、上場株式等に係る譲渡所得等に係る町民税

の課税の特例ということで今御説明しましたけど、２つに分かれた中で改めて今度

は法が２つに分かれましたので、こういった形で整備されるということと、それか

ら、１つは、削除という形になります。法附則のほうが削除という形の中で整備さ

れるものでございます。 

 次のページでお願いいたします。 

 附則第１９条の３第２項について、非課税口座内の上場株式等の譲渡に係る町民

税の所得計算の特例ということで、これも法律改正に伴う所要の規定整備というこ

とでございます。 

 それから、附則第２１条第１項ですけれども、旧民法第３４条の法人から移行し

た法人等に係る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告というこ

とで、これは規定の明確という形で法整備するものでございます。 

 それから、附則第２１条第２項、やはり同じ内容になりますけれども、移行一般

社団法人等に係る非課税措置の廃止ということで改正するものでございます。 

 附則第２１条の２については、法改正に伴って条ズレの措置を行うものでござい

ます。 

 それから、附則の第２２条、第２２条の２、第２３条については、規定を削ると

いうことで、東日本の大震災の関係で条例で定める必要がないということで今回削
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除するものでございます。 

 それから、附則第２４条については、これは上の部分が削除ということがござい

まして、規定の繰り上げという形になります。 

 それから、附則第２５条についても同じですね。 

 それから、附則第３２条については、都市計画税の読替規定ということで、これ

も法改正によって条ズレの措置が生じておりますので、改正を行うものでございま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 改正附則第４条、第５条、第６条、これが先ほど御説明しましたけれども、

２６年度の適用、あるいは２７年度、あるいは２８年度、それから、重課あるいは

既存車については、しばらくの間はまだそのままでいくというような形で附則で定

めたということで先ほど冒頭に説明した内容のものが書かれているという内容でご

ざいます。 

 改正附則につきましては、全体で見ますと議案書の１０ページ以下、施行期日が

平成２６年４月１日から子ども・子育て支援法施行日まで条文ごとに６款に分かれ

て施行することになっております。 

 経過措置については、町民税、固定資産税、軽自動車税、都市計画税に分かれて

適用区分と従前の取り扱いが定められているという内容でございます。 

 また、１４ページから５０ページまで新旧対照表がございますので、後ほどごら

んいただきたいと思います。 

 以上で、専決処分させていただきました御代田町町税条例の一部を改正する条例

の内容でございます。御承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 



１６ 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第３９号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第３９号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 議案上程中ではありますが、湿度が大変高く、場内蒸し暑くなっておりますので、

上着を脱ぐことを許可いたします。 

 続けます。 

 

－－－日程第６ 議案第４０号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第６ 議案第４０号 専決処分事項の報告についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  それでは、議案書５１ページをお願いいたします。 

 議案第４０号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

平成２６年６月６日 提出 

御代田町長        

 次の５２ページをお願いいたします。 

 専第２号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、専決処分する。 

 御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてですが、３月議会、

全員協議会の中でも説明をさせていただきましたが、今回の改正は、国による地方
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税制の改正により、地方税法等の一部を改正する法律等が平成２６年３月３１日に

公布され、４月１日から施行されたことに伴い、国から条例改正が示されたことか

ら専決により国民健康保険税条例の一部を改正するものでございます。 

 主な改正点は、次の２点となります。 

 １点目は、国民健康保険税の後期高齢者支援金等課税額にかかわる課税限度額を

現行の１４万円から１６万円に。介護納付金課税額にかかわる課税限度額を現行の

１２万円から１４万円に引き上げるものです。 

 ２点目は、低所得者の国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため、国民健

康保険税の５割軽減及び２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の引き上げを行

うものです。これにより高所得者に多く負担いただくこととなる一方で、５割軽減、

２割軽減の対象となる範囲が広がることとなります。 

 それでは、５３ページの御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いて説明をいたします。 

 御代田町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

 第２条第３項ただし書き中「１４万円」を「１６万円」に改め、同条第４項ただ

し書き中「１２万円」を「１４万円」に改める。 

 第２３条中「１４万円」を「１６万円」に、「１２万円」を「１４万円」に改め、

同条第２項中「（当該納税義務者を除く。）」を削り、同条第３号中「３５万円」

を「４５万円」に改める。 

 附則 

（施行期日） 

第１条、この条例は平成２６年４月１日から施行する。 

 適用区分、第２条、改正後の御代田町国民健康保険税条例の規定は、平成２６年

度以降の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２５年度分までの国民健康

保険税については、なお従前の例による。 

 説明は以上でございます。御承認をいただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４０号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４０号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第７ 議案第４１号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第７ 議案第４１号 専決処分事項の報告についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  おはようございます。それでは、議案書の５６ページを

お願いいたします。 

 議案第４１号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 専第３号でございますが、平成２５年度御代田町一般会計補正予算（第７号）に

ついてでございます。 

 予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２５年度御代田町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによ

る。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億３,６９２万６,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６１億２,６３６万６,０００円

とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

 第２条 繰越明許費の変更は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 以下、資料番号２により御説明をいたしますので、資料番号２をごらんいただき

たいと思います。 

 まず、歳入でございます。 

 款１、町税。項１、町民税でございますが、個人町民税の現年分で２,９００万、

法人町民税の現年分では１,４００万円の減等で１,５００万円の増。 

 項２の固定資産税でございますが、現年分で２,０００万円の増額。 

項４のたばこ税でございますが、こちらも現年分で５００万円の増額。 

 項７、都市計画税でございますが、こちらも現年で分１４０万円の増でございま

す。 

 次の款２の地方譲与税から款１１の交通安全交付金の額につきましては、それぞ

れ額の確定によりするものでございます。 

 自動車重量譲与税につきましては２２万８,０００円の増額、地方揮発油譲与税

につきましては２３３万６ ,０００円の増額、配当割交付金につきましては、

２０４万３ ,０００円の増額、株式等譲渡所得割交付金につきましては７８８万

２,０００円の増額、地方消費税交付金につきましては５７６万８,０００円の減額

でございます。 

 ゴルフ場利用税交付金につきましては１２０万７,０００円の増額でございます。 

 自動車取得税交付金につきましては４２４万９,０００円の増額、地方交付税に

おきましては、普通交付税で２０４万円、特別交付税で６,８１７万６,０００円と

いうことで、７,０２１万６,０００円の増額でございます。 

 交通安全対策特別交付金につきましては、１８万６,０００円の減となってござ

います。 
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 款１２、分担金及び負担金。項１の負担金でございますが、管外保育負担金等の

増によりまして、４７４万５,０００円の増額でございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 款１３、使用料及び手数料でございますが、項１使用料でございますが、教員住

宅入居者がございませんで、１８万円の減額等によりまして１８万２,０００円の

減、それから、款１４、国庫支出金でございますが、項２、国庫補助金でございま

す。臨時道路除雪事業補助金の２ ,２５０万円等の増額によりまして２,２９８万

９,０００円の増額をお願いしてございます。 

 項３の委託金でございますが、参議院議員通常選挙の委託金の増額等によりまし

て、５４万２,０００円の増額でございます。 

 款１５、県支出金でございますが、項１、県負担金。こちらにつきましては、障

害者自立支援給付費、それから、障害者医療費負担金等々の減で１３４万円の減額

を、項２の県補助金でございますが、福祉医療費給付事業事務費補助金、それから、

障害者児医療費補助金等々の減で９１万６,０００円の減、項３の委託金でござい

ますが、県民税徴収取扱費交付金の増等で９１万８,０００円の増額となってござ

います。 

 款１６の財産収入でございます。項２の財産売払収入でございますが、マイクロ

バスの売り上げが１１６万４,０００円ございましたけれども、土地のほうが思っ

たほど伸びませんで５１万６,０００円の減ということでございます。 

 款１８の繰入金、項１の基金繰入金でございますが、国保会計に繰り入れを予定

していた２,０００万円の原資となる地域振興基金繰入金でございますが、国保会

計が３月議会で申し上げたほど逼迫した状況ではございませんでしたので、この繰

り入れをやめるということで、歳入のほうでも基金の取り崩しは行わない方向での

補正をいたしました。基金繰入金が２,１１０万円の減でございます。 

 款２０諸収入、項１延滞金、加算金及び過料でございますが、町税の延滞金

１６０万円、項２町預金利子でございますが、３２万７,０００円の増額、項３貸

付金元利収入でございますが、奨学金の繰上償還がございまして２８万９,０００円

の増額となってございます。 

 款２０の諸収入、項４の雑入でございますが、ゴミ袋の売払収入、それから、事

業系ごみ袋の売払収入等々の増で５９１万９,０００円、歳入合計で１億３,６９２万
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６,０００円増額して、６１億２,６３６万６,０００円とするものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款１、議会費。項１、議会費でございますが、３１０万円の減、期末手当、選挙

によりまして、フルに出なかったというようなことがございまして、期末手当と共

済会の負担金減で３１０万円の減でございます。 

 款２、総務費。項１、総務管理費でございますが、建設物価の高騰等踏まえまし

て、役場庁舎整備基金に新たに１億円を積み増しをさせていただく方向で補正をさ

せていただきまして９,１７９万円の増でございます。 

 項２、徴税費でございます。こちらにつきましては、還付金の減、土地鑑定委託

料等の差金、土地評価替業務委託料等の差金等々で４０８万５,０００円の減額で

ございます。 

 款３、民生費。項１社会福祉費でございますが、こちらも国保特会安定化の繰出

金の２,０００万円の繰り出しを見合せました。それから、介護特会へも繰出金が

５６０万ほど減ってございます。老人福祉施設措置費も２９０万ほど減りまして、

こちら３,５３３万１,０００円の減となってございます。 

 項２の児童福祉費でございます。管外保育の委託料が５３４万９,０００円、そ

れから、臨時職員賃金等の減がございまして、１,１１５万円の減額となってござ

います。 

 款４の衛生費、項１保健衛生費でございますが、健康診査・検診委託料、それか

ら、妊婦・乳児健康診査委託料、診査補助金等々の減で２５１万４,０００円の減

となってございます。 

 項２清掃費でございますが、廃棄物処理委託料、それから、粗大ごみの処理委託

料等で２６０万円の減でございます。 

 款５の労働費でございますが、雇用促進事業補助金の減で６０万円。 

 款６の農林水産業費、項１農業費でございますが、クラインガルテンの補償料等

が必要になるということで１１万９,０００円の増額をお願いしてございます。 

 それから、項２林業費では、森林整備事業の講師謝礼、それから、消耗品等で減

ということで１２万４,０００円の減額を計上しました。 

 項３農地費では、農集排の特会への繰出金が３２７万８ ,０００円の減等々で
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３６８万４,０００円の減額を計上してございます。 

 款７商工費では、工業振興奨励金の額が４８４万５,０００円減、それから、商

工業振興補助金の１６０万９,０００円の減等々で１,０２０万５,０００円の減額

となってございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 項８の土木費でございます。項１土木管理費でございますが、県道改良負担金の

減等によりまして７２万５,０００円の減、項２道路橋梁費でございますが、こち

らは、用地購入費、それから、手数料等の減で２０５万４,０００円の減でござい

ます。 

 項３河川費につきましては、工事請負費、それから、重機借上料等が必要なかっ

たということで１３３万１,０００円の減でございます。 

 項４の都市計画費では、下水道会計特会への繰出金の減によりまして３,０１９万

２,０００円の減額、項５住宅費では、町営住宅修繕工事費の減額等々で４４０万

２,０００円の減額でございます。 

 款 ９の消防費につきましては、消防団員退職報償金の減等々によりまして

２４９万１,０００円の減額です。 

 款１０の教育費、項１教育総務費でございますが、特別職の給与、それから、共

済組合負担金等々の減で２０９万６,０００円減、項２小学校費では、工事設計監

理委託料の減で１０１万円の減、項３中学校費では、施設修繕料が大幅に上がって

きたというような状況の中で１４９万５,０００円の減。それから、項４社会教育

費でございますが、複合文化施設の燃料費、それから電気代等々の減で１５９万円

の減でございます。 

 款１１災害復旧費、項２公共土木施設災害復旧費でございますが、小災害復旧

４９万１,０００円の減ということでございます。 

 款１２の公債費でございますが、町債の償還利子、それと一時借入金の利子で不

用額が出たということで１４０万円の減でございます。 

 款１４の予備費で、予備費に１億６,８０１万７,０００円を調整させていただき

ま し て 、 歳 出 合 計 １ 億 ３ ,６ ９ ２ 万 ６ ,０ ０ ０ 円 増 額 の ６ １ 億 ２ ,６ ３ ６ 万

６,０００円とするものでございます。 

 予算書の８ページのほうにお戻りをいただきたいと思います。 
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 「第２表 繰越明許費補正」でございます。いずれも変更でございまして、款６、

農林水産業費。項１、農業費でクラインガルテン整備事業、補正前の金額を

２,６０９万円から２,７００万９,０００円とするものでございます。これは補償

料の増額等になります。 

 款８、土木費。項２、道路橋梁費。これはまちづくり交付金事業、道路改良でご

ざいまして、補正前が５,９９２万３,０００円を３億２,２８５万６,０００円とす

るものでございまして、栄橋の工事分で繰り越して支出する状況になりますので補

正をお願いするものでございます。 

 説明は以上でございます。御承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４１号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 この際、暫時休憩をいたします。 

（午前１０時５７分） 

（休  憩）   

（午前１１時１１分） 

○議長（笹沢 武君）  休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 
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－－－日程第８ 議案第４２号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第８ 議案第４２号 専決処分事項の報告についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  それでは、議案書５８ページをお願いいたします。 

 議案第４２号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

 ５９ページをお願いいたします。 

 専第４号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、専決処分する。 

 平成２５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）でござ

います。 

 それでは、予算書１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第４号）

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２,３３７万７,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億３,９８２万４,０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いします。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、国民健康保険税でございますが、一般被保険者国民健

康保険税徴収率上昇による歳入見込みに伴いまして３２２万２,０００円の増額で
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ございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、療養給付費国庫負担金の

交付額決定によりまして９６３万７,０００円の増額でございます。 

 項２、国庫補助金でございますが、財政調整交付金の交付額確定によりまして

２,３７４万９,０００円の増額でございます。療養給付費の伸び、税収の落ち込み、

平成２４年度療養給付費国庫負担金が精算され、返還金が生じたため調整され増額

されております。 

 款４、県支出金。項１、県負担金でございますが、特定健康診査等県負担金の交

付決定によりまして２１万９,０００円の減額でございます。 

 項２、県補助金でございますが、財政調整交付金交付額決定によりまして７７万

１,０００円の減額でございます。 

 款５、療養給付費交付金でございますが、交付額決定によりまして７６７万

２,０００円の増額でございます。退職者の医療費の伸びにより増額されておりま

す。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金でございますが、２,０００万円の減額でご

ざいます。平成２５年度療養給付費の伸びが著しかったため、４月支払い分、これ

は２月請求でございますが、不足することが予想され、３月補正で２,０００万円

を増額しましたが、一般被保険者療養給付費が例年並みに抑えられたため一般会計

からの繰り入れを回避できたための減額でございます。 

 款１１、諸収入。項２、受託事業収入でございますが、特定健康診査未受診のた

め還付が発生したため３万４,０００円の減額でございます。 

 項３、雑入でございますが、交通事故に伴う医療費、医療給付、国保資格喪失後

の保険証使用等に伴う医療費の返還分でございます。１２万１,０００円の増額で

ございます。 

 歳入合計ですが、補正額２ ,３３７万７,０００円を増額いたしまして、１６億

３,９８２万４,０００円でございます。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。款１、総務費。項１、総務管理費でございますが、保険証、

医療費通知発送等の経費が当初見込みより尐なかったため５９万２,０００円の減

額でございます。 
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 項２、徴税費でございますが、特定世帯の軽減延長に伴うシステム改修費用が低

かったため１５万５,０００円の減額でございます。 

 項３、運営協議会費でございますが、議員報酬の不要分としまして５万６,０００円

の減額でございます。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費でございますが、３,１８２万９,０００円の

減額でございます。 

 下半期の療養給付費の伸びを見込み、３月補正で４,０００万円の増額をいたし

ましたが、４月支払い分、これは２月の請求でございますが、一般被保険者、療養

給付費が６,８７５万円と例年並みであったための減額でございます。 

 項２、高額療養費でございますが、退職療養者高額療養費の確定によりまして

３１万３,０００円の減額でございます。 

 款５、老人保健拠出金でございますが、これは該当がなかったため１０万円の減

額でございます。 

 款８、保健事業費。項１、特定健康診査等事業費でございますが、特定健康診査

委託料確定に伴いまして、２０６万６,０００円の減額でございます。 

 項２、保健事業費でございますが、保健事業費委託料確定に伴いまして１３５万

７,０００円の減額でございます。 

 款 １０、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金でございますが、４７万

６,０００円の減額でございます。 

 款１１、予備費でございますが、６,０３２万１,０００円の増額でございます。

予備費で調整をしております。 

 歳入合計ですが、補正額２ ,３３７万７,０００円を増額いたしまして、１６億

３,９８２万４,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。御承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（６番 野元三夫君 登壇）   

○６番（野元三夫君）  議席番号６番、野元三夫です。 
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 １点ちょっとお伺いしたいんですが、先ほどの２５年度の一般会計補正予算のと

ころでも御説明がありましたし、今の古畑課長からも説明があったんですが、一般

会計からの繰り入れ２,０００万円が減額された。これは本当に国保会計が正常に

っていうか、うまくいったなというふうに思いまして、いいなというふうに、よか

ったなというふうに感じております。 

 そこでお伺いしたいんですが、この補正予算で予備費が６,９００万円計上され

ています。そこで、予算不足にならなかった主な理由、今、説明は多尐はお伺いし

たんですが、主な理由をまずお伺いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  それでは、ただいまの御質問で、主な理由について御説

明をいたします。 

 一般被保険者療養給付費の３月分の支払い、これは１月診療分の支払いでござい

ますが、これが終わった時点で国保会計の予算残額が３,９７５万１,４８７円とな

りました。一般被保険者療養給付費４月分の支払い、これは２月分の診療分でござ

いますが、この額がわからない中で、支出ができなくなることを想定いたしました。

また、毎月の給付費の増加していることを踏まえまして、ひと月の給付額を尐し高

く見積もりまして９,０００万円といたしました。 

 その場合、不足額５,３９０万５,０００円については、共同事業の交付金、共同

事業拠出金、支払い準備基金、予備費を充てることとしました。それでも足りない

分でありました２,０００万円を法定外繰り入れによりまして一般会計から入れた

ものでございます。 

 しかしながら、２月診療分の一般被保険者療養給付費が６,８７４万５,６１２円

と前年並みであったこと。さらに国からの調整交付金につきまして、当初７,１９３万

４,０００円を見込んでおりましたが、税収の落ち込みや医療費の増加に伴いまし

て、こちらの交付金が１億１６８万３,０００円という形で交付してまいりました。

実質２,９７４万９,０００円の増となったということが非常に大きかったと思いま

す。 

 その結果、６,０００万円ほどの余裕ができたということで、一般会計からの繰

り入れが解消できたということでございます。 
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 それともう１点、それでよろしいでしょうか。 

○６番（野元三夫君）  せっかくですので、もう１点もお願いします。 

○保健福祉課長（古畑洋子君）  それと、もう１点でございますが、６,９００万円の予

備費でございますが、こちらがある中で一般会計からの……よろしいでしょうか。 

○議長（笹沢 武君）  野元議員。 

○６番（野元三夫君）  今の説明ですと、国からの補助金等々が予想以上に多くなった。

それから、医療費等々の伸びも尐なかった。それで、６,０００万円予備費として

余りましたという御回答をいただきました。 

 そこで、次にお伺いしたいのが、２６年度の国保会計の補正予算書がちょっと出

てないんで、ここで聞いていいもんかどうか、ちょっと疑問残るところなんですが、

その予備費が６,９００万円発生しました。当然、繰り越しとして２６年度会計に

入ってると思います。その中で２６年度も一般会計から２,０００万円繰り入れら

れる。３月議会においては、この２５年度については、余れば戻しますよという回

答は受けているんですが、６,０００万円予備費がある中で２６年度の２,０００万

円、これの扱い方ということで、前回の３月議会においては、これは特別会計に残

すんですよっていうお話は聞いているんですが、その辺はどのようにお考えになっ

ていらっしゃるのか、お伺いしたいです。 

○議長（笹沢 武君）  古畑洋子保健福祉課長。 

○保健福祉課長（古畑洋子君）  それでは、お答えいたします。 

 予備費６,９００万円のある中で一般会計の繰り入れを２,０００万円ということ

についての考えでございますが、予備費の６,９００万円とおっしゃいますが、国

保会計では、決して余裕のある金額ではございません。平成２６年度スタートした

わけでございますが、５月の支払い分、これは３月診療分でございますが、一般被

保険者療養給付費は８,３３０万２,９５６円と高額であります。これは、過去５年

を見てもこれまでにない高さとなっております。 

 前年度の５月と比較しても、ひと月で２,０００万円ほどの高額となっており、

今後の動向を見ていく必要がございます。６,０００万余りの予備費といっても、

これはひと月の療養給付費にも満たない額となっております。２９年度ですが、単

年度で見ますと、２６年については比較的余裕のある国保会計と思われますけれど

も、やはり国保が県の広域化が予定されている平成２６年度までは財政の安定化を
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維持していかなければならないことからも、一般会計から２,０００万円繰り入れ

については２６年度につきましては予算どおりと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  野元議員。 

○６番（野元三夫君）  今の課長のお答えですと、２６年度については２,０００万円は

そのまま残すというお答え。ということは、２７年度以降については、２７、８、

９、それ以降については今の時点では一応不明であるていうことで受け取ってよろ

しいでしょうか。 

 それとあともう１点、これ３回目になりますので、お答えは結構なんですが、徴

税努力をしっかりしていただいて、国保会計が破綻しないようにお願いしたいと思

います。 

 お答えお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  古畑保健福祉課長。 

○保健福祉課長（古畑洋子君）  お答えいたします。 

 ２,０００万円の繰り入れにつきましては、２６年度、今年度から税率が改正、

２２％上がりまして、それに伴い２,０００万円を繰り入れていくということにな

っておりますので、今年度につきましては比較的余裕があると思いますが、２７年

度、２８年度も継続するということで考えております。 

○議長（笹沢 武君）  野元議員。 

○６番（野元三夫君）  終わりにします。 

○議長（笹沢 武君）  ほかに質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
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（賛成者挙手）   

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４２号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第９ 議案第４３号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第９ 議案第４３号 専決処分事項の報告についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  それでは、議案書６０ページをお願いいたします。 

 議案第４３号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 専第５号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、専決処分とする。 

 平成２５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）でございま

す。 

 それでは、予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第４号）は次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５,２９１万８,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７,９２８万９,０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 ２ページをお願いします。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、保険料。項１、介護保険料でございますが、特別徴収

対象者の減尐によりまして１００万円の減額でございます。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、介護給付費国庫負担金額

確定に伴いまして１,０１０万９,０００円の減額でございます。当初見込みより給

付費が伸びなかったための減額でございます。 

 項 ２、国庫補助金でございますが、調整交付金確定に伴いまして４００万

２,０００円の減額でございます。 

 款５、支払基金交付金でございますが、介護給付交付金、地域支援事業交付金確

定に伴いまして２,１２３万７,０００円の減額でございます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金でございますが、介護給付費県負担金確定に伴

いまして７９１万２,０００円の減額でございます。 

 項 ２、県補助金でございますが、地域支援事業費交付金確定に伴いまして

２５２万９,０００円の減額でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金でございますが、介護給付費確定に伴う繰り

入れ金額確定によりまして、５６６万３,０００円の減額でございます。 

 款１０、諸収入。項２、サービス収入でございますが、４６万６,０００円の減

額でございます。介護要支援１・２の方の拠出介護予防サービス計画費の減尐によ

るものでございます。 

 歳入合計でございますが、補正額５,２９１万８,０００円減額いたしまして９億

７,９２８万９,０００円でございます。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。款１、総務費でございますが、主治医意見書作成に要する費

用でございますが、当初見込みより作成者が尐なかったため８０万円の減額でござ

います。 

 款２、保険給付費でございますが、５,４００万円の減額でございます。 

 介護サービス給付費の伸びを見込みまして、１２月補正で４,３３０万円増額い

たしましたが、給付費の伸びが尐なかったための減額でございます。 

 款３、地域支援事業費。項１、介護予防事業費でございます。介護予防２次予防
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事業利用者が当初見込みより額を下回ったことによりまして４０万円の減額でござ

います。 

 項２、包括的支援事業・任意事業費でございますが、こちらは財源変更でござい

ます。 

 款６、生活介護支援サポーター養成事業費でございますが、こちらも財源変更で

ございます。 

 款７、ボランティアポイント事業でございますが、こちらも財源変更でございま

す。 

 款８、予備費でございますが、２２８万２,０００円の増額でございます。予備

費で調整をしております。 

 歳入合計でございますが、補正額５,２９１万８,０００円を減額いたしまして、

９億７,９２８万９,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。御承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（６番 野元三夫君 登壇）   

○６番（野元三夫君）  議席番号６番、野元三夫です。 

 １点、お伺いいたします。 

 今、課長のお話ですと、保険給付費４,３００万円ほど増額したにもかかわらず、

思ったより伸びなくて、５,４００万円減額になってるというお話でしたが、これ

は町が進めている介護予防政策が大きく貢献していると考えてよろしいのでしょう

か。 

 それとあとほかに理由がありましたら、あわせてお答えください。 

○議長（笹沢 武君）  古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  お答えをいたします。 

 まず、介護給付費については、第２号補正、これは、１２月の議会の時点での補

正でございますが、上半期の実績を見まして、上半期の実績約４億４,７００万円
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と、前年に比べまして３,３００万円ほど増加しておりました。このままのペース

で推移しますと、当初予算は不足が生じるおそれがあるために、４,３３０万円の

増額補正を行いました。 

 その後、経過を見ていく中で、下半期は前年度並みの推移となりまして、最終的

には平成２５年度の介護給付費は８億７,２００万円ほどで、前年度に比べまして

６０万円ほどの増加であったということです。 

 介護給付費につきましては、給付費でございますので、不足が生じないように比

較的余裕をもって予算計上しておりましたので、その分今回の減額となっておりま

す。 

 また、予防給付費が伸びなかった理由でございますけれども、適正化事業や介護

予防事業の成果というのは、確かにあるのではないかと思います。 

 それに加えまして、今回２月の豪雪が影響しているものと考えます。２月の通所

サービスの利用を見ておりますと、やはりその費用が給付費６,５００万円ほどで、

ほかの月の平均に比べまして１,０００万円ほど減尐しております。こちらも大き

かったのではないかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  野元三夫議員。 

○６番（野元三夫君）  いろいろ諸事情があって、大雪のために通所ができなかったんで

っていうお話も聞きました。それがなければ、ぎりぎりでいった可能性もあるとい

うようなことだと思います。 

 そこで、もう１点お伺いしたいんですが、今の適正化っていうお話があったんで

すが、その適正化っていう内容の説明をちょっとお伺いしたいのと、それから、ま

た、他市町村においては、生活支援給付っていうことは制限してるていうお話も聞

いてるんですが、それは御代田町ではどのような対応になってるのか。 

 それから、その今の生活支援給付ていうものの内容もちょっと尐しお教えいただ

ければありがたいです。 

○議長（笹沢 武君）  古畑保健福祉課長。 

○保健福祉課長（古畑洋子君）  ただいまの御質問でございますが、他市町村での給付費

の制限という御質問でございますが、当町については、給付制限は行っておりませ

ん。 
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 当町についての適正化事業でございますが、こちらは、住民の皆様がより自立し

た支援に向けて介護給付を行っていくという目的でございますので、やはりそれに

ついて適正なサービスがされているかどうかということを見ていくものでございま

す。 

 この事業につきましては、平成１６年度より行っておりまして、他市町村と比べ

まして給付費が抑えられているという成果は上がっているのではないかと思ってお

ります。他市町村では、伸び続けるこの給付費が介護計画の見込み額を上回りまし

て、基金からの繰り入れを余儀なくされている自治体も多くあると聞いております。

当町の手法を視察に来るところもある状況でございます。 

 生活支援給付ですけれども、こちらは、介護給付、介護予防給付のことです。介

護給付と介護予防給付のことではないかというふうに考えておりますが、介護給付

というのは、介護サービスでございまして、介護１から５までの方の居宅支援サー

ビス、施設介護サービス等になっておりまして、居宅介護サービスにつきましては、

訪問介護、訪問看護、通所介護等が含まれると思いますし、介護予防の給付につき

ましては、要支援１・２の方を対象としたサービスとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  野元三夫議員。 

○６番（野元三夫君）  今の適正化事業については、他市町村からも視察が来るほど御代

田町がどんどんどんどん会計が破綻しないような施策を行っているっていうことで

理解していいかと思うんですが、この予算執行するに当たっても、介護をするに当

たっても、本当にこれが破綻しないような取り組みを続けていただければありがた

いと思います。 

 これで終わりにします。 

○議長（笹沢 武君）  ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４３号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１０ 議案第４４号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１０ 議案第４４号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  議案書６２ページをお願いいたします。 

 議案第４４号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 専第６号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、専決処分する。 

 平成２５年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 それでは、予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１０８万９,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,２８５万８,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳
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入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いします。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、後期高齢者医療保険料でございます。対象者の減によ

りまして６０万１,０００円の減額でございます。 

 款３、繰入金。項１、一般会計繰入金でございますが、交付額確定に伴う１０万

４,０００円の減額でございます。 

 款５、諸収入。項３、雑収入でございますが、健診事業補助金、人間ドック補助

金事業確定に伴いまして３８万４,０００円の減額でございます。 

 歳入合計、補正額１０８万９ ,０００円減額いたしまして、１億１ ,２８５万

８,０００円でございます。 

 続きまして、３ページをお願いします。 

 歳出でございます。款１、総務費。項１、総務管理費は、財源変更でございます。 

 項２、徴収費でございますが、不要分としまして１０万円の減額でございます。 

 款２、後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、特別徴収保険料減に伴い

まして、６６万円の減額でございます。 

 款３、保健事業費。項１、健診事業費でございますが、後期高齢者の健診委託料

確定によりまして３２万９,０００円の減額でございます。 

 項２、保健事業費は、財源変更でございます。 

 歳出合計、補正額１０８万９ ,０００円減額いたしまして、１億１ ,２８５万

８,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。御承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 
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 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第４４号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１１ 議案第４５号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１１ 議案第４５号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  よろしくお願いいたします。 

 議案書の６４ページをお願いいたします。 

 議案第４５号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告いたしますので、御承認をお願いいたします。 

 次の６５ページをごらんください。 

 専第７号 専決処分書 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算（第１号）について、平成２６年３月３１日に専決させていただきまし

たので、御承認をお願いいたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２５年度御代田町の住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８,０００円を減額し、歳入
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歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６８４万２,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款２、繰入金。項１、他会計繰入金でございます。元利償還

金の不足額を一般会計から繰り入れるものでございます。 

 事業費の確定によりまして増額といたしまして、１９万６,０００円をお願いす

るものでございます。 

 款３、繰越金。項１、繰越金。平成２４年度からの繰越額で、１,０００円の増

額をお願いするものでございます。 

 款４、諸収入。項１、貸付金元利収入。未償還繰り越し分の確定による減額でご

ざいます。２０万４,０００円の減額でございます。 

 項２、延滞金、加算金及び過料でございますが、不要ということで１,０００円

の減額でございます。 

 歳入合計が、補正額８,０００円で、総額は６８４万２,０００円でございます。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出でございます。款１、土木費。項１、住宅費。償還金の口座振替手数料の確

定による８,０００円の減額でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。起債元利償還金については増減はございませんが、

財源変更でございます。 

 歳出合計は８,０００円の減額で、総額６８４万２,０００円でございます。 

 以上のとおり御承認をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 
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 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４５号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第４５号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１２ 議案第４６号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１２ 議案第４６号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書６６ページをごらんください。 

 議案第４６号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告いたしますので、御承認をお願いいたします。 

 次の６７ページをごらんください。 

 専第８号 専決処分書 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）について、平成２６年３月３１日に専決させていただきましたので、御

承認をお願いいたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２５年度御代田町の御代田町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２７１万４,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８,３６６万３,０００円とする。 
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 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、分担金及び負担金。項１、負担金でございます。支障

管工事５０万円の皆減、それと新規加入金で２７万３,０００円の増額で、合わせ

て２２万７,０００円の減額をお願いするものでございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１使用料でございますが、水道使用量を企業会計に

移行したことで、４月以降の振り込み分といいますか収入を、企業会計の未収金と

して入金するものでございまして、２２７万４,０００円の減額でございます。 

 項２、手数料ですが、設計審査手数料等の確定による減額で、２０万円でござい

ます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金・加算金及び過料でございます。延滞金の実績確定

によるものの１万３,０００円の減額でございます。 

 歳入合計は、補正額２７１万４ ,０００円でございまして、総額８ ,３６６万

３,０００円でございます。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。主なものは、浅麓水道の受水費、４月１０日

分支払い分の企業会計から支払うものでございまして、消費税の確定による減額、

合わせて３３６万５,０００円の減額でございます。 

 項２、施設管理費でございますが、施設の修繕費、メーター検針、それと水質検

査委託料の減額といたしまして、１４７万６,０００円の減額です。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費でございますが、支障管移設工事の皆

減、それと入札差金による減額で２７１万２,０００円の減額でございます。 

 款３、繰出金。項１、他会計繰出金。こちらは小沼簡水への共通案分経費の減額

といたしまして、３３万４,０００円でございます。 

 款５、予備費でございますが、歳入歳出の調整による増額といたしまして、

５１７万３,０００円でございます。 

 歳出合計は２７１万４,０００円で、８,３６６万３,０００円になります。 

 以上のとおり御承認をお願いいたします。 



４１ 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４６号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第４６号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 昼食のため休憩いたします。午後は１時３０分より再開いたします。 

（午後 ０時００分） 

（休  憩）   

（午後 １時３０分） 

○議長（笹沢 武君）  休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第１３ 議案第４７号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１３ 議案第４７号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書の６８ページをお願いいたします。 

 議案第４７号 専決処分事項の報告について 
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 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告いたしますので、御承認をお願いいたします。 

 次の６９ページをごらんください。 

 専第９号 専決処分書 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第４号）について、平成２６年３月３１日に専決させていただきました

ので、御承認をお願いいたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２５年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５１万５,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,２９４万５,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、分担金及び負担金。項１、負担金でございます。工事

負担金、皆減、５０万円皆減、新規加入金９８万８,０００円の増、合わせまして

４８万８,０００円の増額をお願いするものでございます。 

 項１、使用料でございますが、滞納繰越分確定による減額、それと４月以降の収

入金を企業会計に入金するための減額でございまして、２６７万３,０００円の減

額でございます。 

 項２、手数料、設計審査手数料等確定による増額で、１４万円でございます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金でございます。御代田簡易水道共通案分経費

の確定による３３万５,０００円の減額でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございますが、延滞金の確定に

よる１３万５,０００円の減額でございます。 

 歳 入合計につきましては、補正額２５１万 ５ ,０００円、１億３ ,２ ９４万

５,０００円となります。 

 次の３ページをごらんください。 
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 歳出でございます。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。主なものとして、臨時職員の３月分の給与、

そういったものを企業会計からの支出とします。それと、消費税の確定による減額

といたしまして、１３１万円でございます。 

 項２、施設管理費でございますが、施設修繕費、メーター検針、電線部類の器材

不要の減でございます。２９１万８,０００円の減額でございます。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費、こちらにつきましては、支障管移設

工事の皆減と入札差金による減額で７７万円の減額でございます。 

 款５、予備費でございますが、歳入歳出の調整による増額で、２４８万３,０００円

となります。 

 歳 出合計につきましては、補正額２５１万 ５ ,０００円、１億３ ,２ ９４万

５,０００円となります。 

 以上のとおり御承認をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４７号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第４７号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 
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－－－日程第１４ 議案第４８号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１４ 議案第４８号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書の７０ページをお願いいたします。 

 議案第４８号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告いたしますので、御承認をお願いいたします。 

 次の７１ページをごらんください。 

 専第１０号 専決処分書 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）について、平成２６年３月３１日に専決させていただきましたので、

御承認をお願いいたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２５年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,７１７万７,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億３,９６５万１,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、分担金及び負担金で、項１、負担金でございます。宅

地化による受益者負担金の猶予解除の増といたしまして、１７１万５,０００円の

増額をお願います。 



４５ 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料でございます。節水傾向の中で、アパー

トなどの新規つなぎ込みがふえたこと、それと、滞納整理も強化いたしたものとし

まして、９８３万１,０００円の増額となります。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。事業確定による一般会計からの繰入金

２,７８８万９,０００円の減額でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございます。延滞金収入の増で、

５５万３,０００円になります。 

 項２、雑入でございますが、３０年前、県のほうで宅地分譲いたしました、西軽

団地の古い鉄ぶたを修繕時に取りかえ工事を行った際の引き取り価格ということで、

１１万３,０００円の増額でございます。 

 款７、町債。項１、町債でございます。単独事業の入札差金などによる減で、

１５０万円でございます。 

 歳入合計１,７１７万７,０００円の補正額で、６億３,９６５万１,０００円でご

ざいます。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出。 

 款１、土木費。項１、都市計画費でございます。主に、浄化管理センターの管理

委託料が確定したものと、施設修繕費、単独工事等の見込みにより減尐したことに

よる減額で、１,４０４万１,０００円でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費でございます。借入金元金償還経費の充当先の財源

変更でございます。 

 款３、予備費でございます。歳入歳出の調整による減額、３１３万６,０００円

でございます。 

 歳出合計につきましては、補正額１,７１７万７,０００円、総額６億３,９６５万

１,０００円でございます。 

 次の４ページをごらんください。 

 第２表 地方債補正でございます。 

 変更でございます。 

 起債の目的は、公共下水道事業、補正前限度額が３,１７０万円から１５０万円

を減額いたしまして、補正後につきましては、限度額を３,０２０万円といたしま



４６ 

した。起債の方法、利率、償還の方法、それぞれにつきましては、補正前と同じで

ございます。 

 以上のとおり御承認をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４８号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第４８号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１５ 議案第４９号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１５ 議案第４９号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書７２ページをごらんください。 

 議案第４９号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告いたしますので、御承認をお願いいたします。 



４７ 

 次の７３ページをごらんください。 

 専第１１号 専決処分書 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）について、平成２６年３月３１日に専決させていただきましたので、

御承認をお願いいたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２５年度御代田町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２３２万４,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,８０６万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、分担金及び負担金。項１、分担金でございます。施設

修繕費が尐なくて済んだということで、５６万円の減額でございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料でございます。こちらも、節水傾向で有

収水量が減尐したということから、５２万６,０００円の減額でございます。 

 款３、繰入金、項１、他会計繰入金。一般会計からの繰入金でございますが、事

確実によるもので、３２７万８,０００円の減額でございます。 

 款４、繰越金。項１、繰越金ですが、平成２４年度からの繰越金で、２０４万

１,０００円の増額でございます。 

 款５、諸収入。項１、雑入ですが、該当なしで、１,０００円の減額でございま

す。 

 歳入合計につきましては、補正額２３２万４,０００円の減額でございます。総

額２,８０６万円でございます。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出でございます。 

 款１、農林水産業費。項１、農地費。施設修繕費の減及び処理水量が減ったとい
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うことで、汚泥処理額料の確定による減、２８５万５,０００円でございます。 

 款３、予備費でございますが、歳入歳出の調整による増額で、５３万１,０００円

になります。 

 歳出合計につきましては、補正額２３２万４,０００円の減額でございます。総

額２,８０６万円になります。 

 次のとおり御承認をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第４９号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第４９号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１６ 議案第５０号 専決処分事項の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１６ 議案第５０号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書の７４ページをお願いいたします。 
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 議案第５０号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告いたしますので、御承認をお願いいたします。 

 次の７５ページをごらんください。 

 専第１２号 専決処分書 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別

会計補正予算（第２号）について、平成２６年３月３１日に専決させていただきま

したので、御承認をお願いいたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２５年度御代田町の個別排水処理施設整備事業特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,２８８万１,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。款１、使用料及び手数料。項１、使用料でございます。節水

傾向といたしまして、減免使用料の減ということで１万円の減額になります。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金。一般会計からの繰入金でございます。事業

確定によるものでございまして、１０万７,０００円の減額をお願いするものでご

ざいます。 

 歳入合計は、補正額１１万７,０００円の減額となりまして、総額１,２８８万

１,０００円となります。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出でございます。 

 款１、衛生費。項１、保健衛生費でございます。施設修繕費管理委託料の確定に

よるものの減でございます。１２万３,０００円でございます。 

 款３、予備費。項１、予備費でございますが、歳入歳出の調整による６,０００円

の増額となります。 
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 歳出合計につきましては、補正額１１万７,０００円の減額でございます。総額

が１,２８８万１,０００円でございます。 

 以上のとおり御承認をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第５０号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第５０号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１７ 議案第５１号 東信地区交通災害共済組合規約の変更について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１７ 議案第５１号 東信地区交通災害共済組合規約の変

更についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台清注総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇）   

○総務課長（尾台清注君）  それでは、議案第５１号 東信地区交通災害共済組合規約の

変更について、それと、ここから続きまして、東信地区交通災害共済組合の解散に

ついて、第５３号 東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について、そ

して、第５４号の東北信市町村交通災害共済事務組合への加入についての４議案全
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体の概要につきまして説明させていただきますので、資料番号の３をお願いいたし

ます。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、東信地区交通災害共済組合と北信地域町村交通災害共済事務組合の統

合についてでございます。 

 １、統合に至るまでの経緯でございますが、東信地区交通災害共済組合と北信地

域町村交通災害共済事務組合は、長期的に安定した組合運営を確保するため、組合

規模の拡大を目指した統合の協議を重ねてまいりました。 

 この結果、更なる住民福祉の向上を図るとともに、統合による地域住民への不利

益をなくすため、両組合の優位な箇所を取り入れまして、地域住民へのより一層の

サービスの提供と安定運営を目指して、統合することに合意いたしました。 

 この合意に基づきまして、統合に係る基本事項等の協議が別紙１のとおり整いま

して、これらの諸事項の円滑な推進を目的に、平成２６年３月１７日に両組合にお

いて統合協定が調印されました。 

 それでは、おめくりいただきまして、２ページ目の別紙１をお願いいたします。 

 東北信交通災害共済事業統合の基本的事項でございますが、まず、統合方式は、

両組合は対等の立場で統合するものでございます。 

 ただし、事務の継続性、例規の内容等を考慮し、東信組合を解散し、北信組合を

基礎とした東北信統合組合に統合する手法をとるものであります。 

 統合の期日は、平成２７年４月１日となります。 

 新組合の名称では、「東北信市町村交通災害共済事務組合」とするものです。 

 以下、ごらんのとおり協議が整いまして、調印がされたものでございます。 

 それでは、ちょっと戻っていただきまして、１ページ目をお願いいたします。 

 ２の統合のための議会の議決でございますが、地方自治法の規定によりまして、

一部事務組合の規約の変更、組合の解散、組合の解散に伴う財産処分及び新組合へ

加入しようとするときは、関係地方公共団体の協議によりこれを定め、関係地方公

共団体の議会の議決を経なければならないとされておりまして、本定例会に４議案

を上程し、議決をお願いするものでございます。 

 おめくりいただきまして、別紙２をお願いいたします。 

 これにつきましては、東北信市町村交通災害共済事務組合の組織及び共済事業で
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ございます。 

 ごらんいただいたとおりでございますので、説明については省略させていただき

ます。 

 それでは、議案書のほう、７６ページをお願いいたします。 

 議案第５１号 東信地区交通災害共済組合規約の変更について 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、東信地区交通災害共済組合規約の一

部を別紙のとおり変更することについて、同法第２９０条の規定により議会の議決

を求め、提出するものでございます。 

 おめくりいただきまして、７７ページが改正規約案でございます。 

 第１０条の次に、第１１条としまして、事務承継として、「組合の解散があった

場合は、規約変更による変更後の東北信市町村交通災害共済事務組合がその事務を

承継する。」を加えるものでございます。 

 説明は以上でございます。御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第５１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第５１号 東信地区交通災害共済組合規約の変更については、原案

のとおり決しました。 
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－－－日程第１８ 議案第５２号 東信地区交通災害共済組合の解散について－－－   

○建設水道課長（大五政彦君）  日程第１８ 議案第５２号 東信地区交通災害共済組合

の解散についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台清注総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇）   

○総務課長（尾台清注君）  ７９ページをお願いいたします。 

 議案第５２号 東信地区交通災害共済組合の解散について 

 地方自治法第２８８条第１項の規定により、平成２７年３月３１日をもって東信

地区交通災害共済組合を解散することについて、同法第２９０条の規定により議会

の議決を求め、提出するものでございます。 

 説明は以上でございます。御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第５２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第５２号 東信地区交通災害共済組合の解散については、原案のと

おり決しました。 

 

－－－日程第１９ 議案第５３号 東信地区交通災害共済組合の 
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解散に伴う財産処分について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第１９ 議案第５３号 東信地区交通災害共済組合の解散に

伴う財産処分についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台清注総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇）   

○総務課長（尾台清注君）  ８０ページをお願いいたします。 

 議案第５３号 東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について 

 地方自治法第２８９条の規定により、東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財

産処分を、別紙のとおり関係市町村の協議のうえ定めることについて、同法第

２９０条の規定により議会の議決を求め、提出するものでございます。 

 おめくりいただきまして、８１ページをお願いいたします。 

 これは、東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財産処分に関する協議書でござ

います。 

 解散に伴い、東信地区交通災害共済基金は、規約の変更による変更後の東北信市

町村交通災害共済事務組合に帰属するものでございます。 

 説明は以上でございます。御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第５３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   
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 挙手全員であります。 

 よって、議案第５３号 東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財産処分につい

ては、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第２０ 議案第５４号 東北信市町村交通災害共済事務組合への 

加入について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２０ 議案第５４号 東北信市町村交通災害共済事務組合

への加入についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台清注総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇）   

○総務課長（尾台清注君）  ８２ページをお願いいたします。 

 議案第５４号 東北信市町村交通災害共済事務組合への加入について 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、交通災害共済事業に関する事務を共

同処理するため、平成２７年４月１日から、別紙規約により、東北信市町村交通災

害共済事務組合に加入することについて、同法第２９０条の規定により議会の議決

を求め、提出するものでございます。 

 おめくりいただきまして、８３ページからお願いいたします。 

 東北信市町村交通災害共済事務組合規約でございます。 

 まず、第１条には、組合の名称としまして、東北信市町村交通災害共済事務組合

と名称がございます。 

 第２条には、組合を組織する地方公共団体にありまして、別表に掲げる市町村で

組織するものです。 

 東信地区では１２市町村、北信地域では１０町村、合計２２市町村となります。 

 第３条 組合の共同処理する事務ということで、組合は、交通災害共済に関する

事務を処理することということとなっております。 

 第４条には、事務所の位置として、長野市に置くということになっております。 

 第５条 議会ということで、組合議会の議員定数は２０人とし、管理者及び副管

理者に選任された者以外の市町村の長をもってあてるということで、組合議員の任

期は２年等でございます。 
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 第６条には、執行機関といたしまして、管理者及び副管理者、各１人を置き、関

係市町村の互選として任期は２年とする等となってございます。 

 第７条には職員、第８条には監査委員、第９条には経費の支弁の方法、第１０条

としまして、地方公営企業法の一部適用となっております。 

 そして、附則としまして、この規約は平成２７年４月１日から施行する。２とし

まして従前の東信地区交通災害共済組合の事務及び財産は、東北信市町村交通災害

共済事務組合が承継するということとなっております。 

 説明は以上でございます。御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を集結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第５４号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第５４号 東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財産処分につい

ては、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第２１ 議案第５５号 平成２６年度御代田南小学校 

大規模改造工事請負契約について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２１ 議案第５５号 平成２６年度御代田南小学校大規模

改造工事請負契約についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  それでは、８５ページをお願いいたします。 

 議案第５５号 平成２６年度御代田南小学校大規模改造工事請負契約について 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

基づき指名競争入札に付した平成２６年度御代田南小学校大規模改造工事請負契約

について、下記により請負契約を締結するため地方自治法第９６条第１項第５号の

規定によって議会の議決を求めるものでございます。 

 入札日は５月２７日、６社による入札で、その結果、竹花工業が落札をいたしま

した。 

記 

 １．契約の目的  平成２６年度御代田南小学校第規模改造工事請負契約 

 ２．契約の方法  指名競争入札による方法 

 ３．契約の金額  ９,９０５万７,６００円 

 ４．契約の相手方  小諸市南町二丁目６番１０号 

           竹花工業株式会社 

           代表取締役 唐 澤 正 幸 

 工事の概要につきましては、お手元の資料番号４がございますので、こちらをご

らんをいただきたいと思います。 

 よろしく御審議のほど、お願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、議案第５５号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

 挙手全員であります。 

 よって、議案第５５号 平成２６年度御代田南小学校大規模改造工事請負契約に

ついては原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第２２ 議案第５６号 佐久市・北佐久郡環境施設組合の設立について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２２ 議案第５６号 佐久市・北佐久郡環境施設組合の設

立についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇）   

○町民課長（荻原 浩君）  それでは、議案書の８６ページをお願いいたします。 

 議案第５６号 佐久市・北佐久郡環境施設組合の設立について 

 地方自治法第２８４条第２項規定により、別紙のとおり佐久市・北佐久郡環境施

設組合規約を定めるため、同法第２９０条の規定により議会の議決をお願いいたし

ます。 

 本議案につきましては、佐久市、軽五沢町、立科町、御代田町の１市３町により、

新クリーンセンターの整備、管理、運営に関する事務を共同で処理する一部事務組

合を設置するため、１市３町が足並みをそろえて、それぞれの６月議会定例会に組

合規約案を上程し、議決をお願いするものでございます。 

 次の８７ページをごらんください。 

 ４月１７日に開催されました全員協議会で、説明申し上げましたとおりでござい

ます。 

 佐久市・北佐久郡環境施設組合規約（案）、各条項につきましては、一般的な規

約の例及び既に設置されている一部事務組合の規約にならっております。 

 第１章、総則、第１条で組合の名称でございます。第２条、組合を組織する地方

公共団体、第３条で組合の共同処理する事務、第４条が組合の事務所の位置。第
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２章、組合の議会といたしまして、第５条、組合の議会の組織及び議員の選挙の方

法、次の８８ページでございますが、第６条で組合議員の任期及び失職、第７条、

組合議員の補欠選挙。第３章、組合の執行機関といたしまして、第８条、組合の執

行機関の組織及び選任の方法、第９条、組合長及び副組合長の任期、第１０条で職

員、第１１条、監査委員。次の８９ページでございますが、第４章といたしまして

組合の経費、第１２条、組合の経費の支弁の方法。第５章、雑則といたしまして、

第１３条、その他、附則といたしまして施行期日が、１、この規約は平成２６年

１０月１日から施行する、事務の継承、２、この規約の施行の際現に佐久市におい

て所掌する事務のうち、第３条に規定するごみ焼却施設の設置に関する事務（契約

を含む。）については、この規約の施行の日（次項において「施行日」という。）

において、組合が承継する。 

 佐久市負担の経費、３、施行日より前の佐久市において負担した第３条に規定す

るごみ焼却施設の設置に要する経費については、組合設立後組織市町において清算

するものとし、清算金の割合は、別表に掲げる分担金の割合に準ずるものとする。 

 別表といたしまして、施設の設置に要する経費（地方債の償還金及び大規模な改

修に係る経費を含む。）。こちらの分担金の割合は均等割１０％、実績割９０％。

組合及び施設の管理・運営に要する経費につきましては、分担金の割合は実績割で

１００％。備考といたしまして、実績割は、予算の属する年度の前々年度の１０月

１日から前年度の９月３０日までの組合の設置したごみ焼却施設への搬入量の割合

とする。 

 これで、補足説明でございますが、この均等割の考え方につきましては、各市町

それぞれ２.５％ずつ、１市３町合わせまして１０％ということでございます。 

 組合分担金及び組合設立前の佐久市負担分の清算における実績割の考え方につき

ましては、組合設立前、佐久市の予算でございますが、それと組合設立後のごみ搬

入実績量が確定する年度までは、施設整備計画年度である平成２９年度の佐久地域

循環型社会形成推進地域計画におけます計画ごみ処理量の割合を実績割として暫定

的に使用いたします。 

 ちなみに、当町の計画は１,２８７ｔということになっております。施設稼働以

降、最初の１０月１日から９月３０日の１年間のごみ搬入実績の割合が確定した実

績割を使用し、清算を行います。 
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 ごみ搬入量の実績量の割合が確定した年度の翌年度以降につきましては、この規

約にございます、この備考にありますとおりの実績を使って案分していくものでご

ざいます。 

 次に、お配りしました資料番号７をごらんいただきたいと思います。 

 最初のページの組合設立理由書につきましては、４月１７日に開催されました議

会全員協議会で、（案）の段階で説明申し上げましたが、その後、５月１９日に開

催されました１市３町の理事者会議で合意されましたので（案）がとれております。 

 次、資料を１枚めくっていただきまして、平成２６年度の組合会計概算予算

（案）につきましては、こちらは５月１６日に開催されました全員協議会で説明申

し上げましたとおりでございます。組合設立後、組合の議会等で審議されることに

なります。 

 その資料の裏のページでございますが、こちらは平成２６年度から平成３０年度

までの組合の概算事業費につきまして、こちらも同じく５月１６日に開催されまし

た全員協議会で説明を申し上げましたとおりでございます。 

 組合規約（案）とこの提出資料につきましても、１市３町、全く同じものが提案

されているものでございます。 

 以上のとおり、御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２３ 議案第５７号 町道の路線認定について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２３ 議案第５７号 町道の路線認定についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 
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（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  ９０ページをお願いいたします。 

 議案第５７号 町道の路線認定について 

 町道の路線を別紙のとおり認定したいので、道路法第８条第２項の規定により、

議会の議決をお願いいたします。 

 次の９１ページをごらんください。 

 こちらは認定路線でございます。認定路線の一覧表でございますが、位置などに

つきましては資料番号の５をあわせてごらんください。左がその位置図で、右が平

面図でございます。 

 路線名、向原３３号線、起点、大字草越字向原１１７３番９１２、終点、大字草

越字向原１１７３番７２４、延長が３０２.８ｍ、幅員が４ｍ、路面性状はアスフ

ァルトでございます。 

 ①番の部分でございます。西側、町道向原１９号線、東側が町道向原７号線に挟

まれております。こちらにつきましては、住宅地内の道路で既に舗装もされている

路線でございます。 

 続きまして、向原３４号線でございます。起点、大字草越字向原１１７３番

９１２、終点、大字草越字向原１１７３番７２４、延長１０９ .８ｍ、幅員が

６.１５ｍ、路面の性状はアスファルトでございます。 

 同じページで、②の部分でございます。同じく向原区内のこちらにつきましては、

オレンジの部分、開発行為によって開発道路で新規にできた開発路線でございます。 

 資料のほうは１枚めくっていただきたいと思います。 

 続きまして、３番目といたしまして、上橋沢２号線でございます。 

 起 点、大字御代田字上橋沢２４５６番１３、終点が大字御代田字上橋沢の

２４５８番１でございます。延長が９３.０ｍ、幅員が４.０ｍでございまして、未

舗装でございます。 

 ここで言いますところの③番でございます。役場の南側になります。町道一里塚

国道線を起点といたしまして、隣り合わせている開発道路、それぞれに接続する道

路でございます。また、こちらにつきましては、将来的に宅地化が見込まれる路線

でございます。 

 続きまして、同じページの④番でございますが、上橋沢３号線、起点が大字御代
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田字上橋沢２４５６番１３、終点が大字御代田字上橋沢２４５６番１２、延長は

１２１.２ｍ、幅員が６.０ｍでございます。 

 路面性状はアスファルトでございまして、オレンジの部分になります。同じく役

場の南側に位置しまして、開発行為によって新しくできた路線でございます。町道

一里塚国道線に接しているものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、⑤番になりますが、大林１２号線でございます。

起点は大字御代田字大林４１０８番２２４０、終点は大字御代田字大林の４１０８番

１９９２でございます。延長は１６７.６ｍ、幅員が４.０ｍでございます。路面性

状はアスファルトでございます。 

 ミネベアさんの北側になります、しなの鉄道を挟んだ場所で、西軽五沢団地の西

側に位置いたします。 

 こちらも開発道路、開発行為によって新しくできた路線でございます。大林５号

線に沿った路線となっております。 

 以上の５路線につきまして、町道として路線認定をいただき、今後管理してまい

りたいと思いますので、御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２４ 議案第５８号 御代田町行政財産の目的外使用に関する 

条例を制定する条例案について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２４ 議案第５８号 御代田町行政財産の目的外使用に関

する条例を制定する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  それでは、議案書の９２ページをお願いいたします。 
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 議案第５８号 御代田町行政財産の目的外使用に関する条例を制定する条例案に

ついて 

 御代田町行政財産の目的外使用に関する条例を制定する条例案を、別紙のとおり

提出するものであります。 

 こちらの条例につきましては、町が所有する行政財産については、地方自治法に

おいてその用途を目的を妨げない限度において、その使用を許可することができる、

と目的外の使用が認められており、この使用については使用料を徴収できると規定

されております。 

 しかし、現在、町には行政財産の使用に関する条例はなく、今後、庁舎の一部使

用や、公共施設等の目的外使用が出てくることも想定されることから、これらに対

応するために本条例を定めるものでございます。 

 次のページをおめくりいただきたいと思います。 

 条例案の概要を説明させていただきます。 

 第１条には趣旨を、第２条には使用料について定めており、別表に定める額とな

りますけれども１００円未満の場合は１００円とするとしています。 

 第３条では、使用料の納入の時期を使用の前に納入することをうたっております。 

 第４条につきましては、災害により使用できなかった場合などは減免できること

を定めております。 

 第５条については、使用許可の取り消し等の場合に還付できることを、第６条で

は、使用を終了したときは、現状に復すことを定めております。 

 第７条では、行政財産に損害を与えたときの賠償責任について定めております。 

 第８条、不正行為により、使用料を免れたときの過料について定めております。 

 第９条は、補則となってございます。附則といたしまして、この条例につきまし

ては公布の日から施行したいということでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（６番 野元三夫君 登壇）   
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○６番（野元三夫君）  議席番号６番、野元三夫です。 

 今の課長の御説明ですと、新規、新庁舎においても、行政財産の目的外使用が想

定されるというお話だったんですが、具体的にはどのような項目等を検討されてい

るのか、ちょっとお聞かせください。 

○議長（笹沢 武君）  土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  お答えいたします。 

 新庁舎ばかりではないんですけれども、今までこの条例が御代田町では制定され

ていなかったということが、制定のための一番の前提でございまして、将来的に新

庁舎等ができた場合には、中に売店が入るとか、そういった状況も可能性としては

出てくるんではないかと、こんなふうに考えております。 

○議長（笹沢 武君）  野元三夫議員。 

○６番（野元三夫君）  私のちょっと質問したかったのは、これは自然エネルギーだとか、

屋根貸し、そういったものもこれの目的外使用ということで、検討されているのか

どうかというのが１点。 

 それから、飯田市のほうでやはり太陽光発電等、行政財産で行う場合、地域公共

再生可能エネルギー活用事業として、市の条例により、目的外使用ではなく、行政

財産の目的内利用としてのルール化を進めているというような項目も他市町村では

あるんですが、そういうのも検討されているのかどうか、その２点をお伺いします。 

○議長（笹沢 武君）  土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  この条例の制定につきましては、野元議員おっしゃるよ

うな再生可能エネルギー云々のことは、念頭には特にございません。 

 ですから、飯田市の行政財産の目的内利用のルール化といった状況を考慮したも

のではありません。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  野元三夫議員。 

○６番（野元三夫君）  そうしますと、一事業者、民間企業から屋根貸しだとかそういっ

た問い合わせ等があれば、また別途いろいろ考えていくという形になるんでしょう

か。 
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○議長（笹沢 武君）  土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  屋根貸しという状況については、そういった事例が出て

くれば当然検討するということになりましょうし、中学校ですとか、小学校を新た

に整備した折には、あるいは改修した折には、直営で発電設備等を整備してきてい

る経過もございますので、果たして貸すようになるかどうかはわかりません。 

○議長（笹沢 武君）  野元三夫議員。 

○６番（野元三夫君）  終わりにします。 

○議長（笹沢 武君）  ほかに質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２５ 議案第５９号 御代田町町税条例の一部を改正する 

条例案について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２５ 議案第５９号 御代田町町税条例の一部を改正する

条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 茂木康生税務課長。 

（税務課長 茂木康生君 登壇）   

○税務課長（茂木康生君）  議案書の９７ページをお願いいたします。 

 議案第５９号 御代田町町税条例の一部を改正する条例案について 

 御代田町町税条例の一部を改正する条例案を別紙のとおり提出する。 

平成２６年６月６日 提出 

御代田町長 茂木祐司   

 ９８ページをお願いいたします。 

 御代田町町税条例の一部を改正する条例（案）ということでございますけれども、

一番初めに町税条例の専決事項の報告でも申し上げましたけれども、改正内容とし

ましては、法人町民税法人税割の税率改正のほか、法改正による規定の見直し、所

要の整備等となっております。 
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 改正文の１行目ですけれども、法人町民税法人税割、税率の改正条文でございま

すが、第３４条の４中「１００分の１３.５」を「１００分の１０.９」に改めると

いうものでございます。 

 済みません、先に御説明しました資料番号１を、もう一度お出しいただきたいと

思います。 

 ７ページをお願いいたします。 

 そこに法人町民税法人税割の税率改正ということで、引き下げということで資料

を御用意させていただいております。これを参考に説明させていただきたいと思い

ます。 

 ２６年度の税制改正において、国は消費税率の引き上げによる地域間の税源の偏

在性を是正し、自治体の財政力格差の縮小を図るため、法人町民税法人税割の税率

を引き下げることとしまして、引き下げた分に相当する税収額については──これ

全国規模になるわけですけれども──については、国税である地方法人税を創設し、

これを地方交付税の原資とすることといたしました。 

 法人町民税法人税割は法人税を課税標準として、各自治体で標準税率を基本とし

て制限税率までの間で税率を定めておりますが、今回の税率引き下げでは、標準税率

が「１２.３％」から「９.７％」に、制限税率が「１４.７％」から「１２.１％」へ

と、それぞれ２.６％引き下げられました。 

 当町の法人税割の税率は、平成２３年度の申告分までは１４.７％の制限税率を

採用しておりましたけれども、景気低迷による雇用対策あるいは円高不調等による

企業等への対応としまして、２４年度の申告分から中間の税率であります１３.５％

に引き下げた経過がございます。 

 今回の税率の引き下げに伴い、標準税率９.７％から制限税率１２.１％の間で新

たに法人税割の税率を定める必要があるため、改正を行うものでございます。 

 この引き下げによります影響は、現行税率の１３.５％で計算した法人税割額が

５,０００万円、これが大体２５年度の調定額ベースより若干多い形になろうかと

思いますが、５,０００万円として考えた場合に、改正後の税率が標準税率である

９.７％では３,５９２万６,０００円で、１,４０７万４,０００円の減収になりま

す。 

 制 限 税 率の １ ２ .１ ％ 、 改 正後 の １ ２ .１ ％ で あ る場 合 には 、 ４ ,４ ８１ 万
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５,０００円で５１８万５,０００円、中間の税率である１０.９％では４,０３７万

円ということで９６３万円の減収となりまして、いずれにしましても今回の税率の

引き下げによって大幅な減収になります。 

 法人税割が主要な財源となっている自治体ほど、影響を受けるわけでございます。 

 当町では今申し上げましたように、２年前に税率を下げた経過等あるいはまた財

政等の影響を勘案しまして、今回の税率改正では改正後の中間の税率であります

１０.９％とし、今回そこにありますように１００分の１０.９を提出した次第でご

ざいます。 

 そのほかには、近隣の自治体の動向等もございますので、参考にしていただけれ

ばと思います。 

 次に、税制改正に伴う課税の特例や所要の整備については、資料のほうの８ペー

ジを見ていただきたいと思います。 

 これについては、また委員会の審議もございますが、そこに改正条文から改正概

要を示してございますので、この部分については割愛させていただきたいと思いま

すが、よろしくお願いいたします。 

 あと、附則で施行日、施行期日、経過等を定めております。 

 それから、経過措置の中で、法人の関係につきましては、今回２６年でも１０月

１日から施行されるわけですけれども、２６年、今年の１０月１日以後に始める事

業年度分からこの税率が適用される旨が盛られております。 

 したがいまして、実際には平成２７年の１１月末に確定申告をする法人があるわ

けですが、その法人からが引き下げ後の税率で計算した税額が納付されるという形

になります。 

 また、１０１ページから新旧対照表がございますので、ごらんいただきたいと思

います。 

 以上が御代田町町税条例の一部を改正する条例案についての提案理由の説明を申

し上げました。 

 よろしく御審議の上、お認めくださるようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２６ 議案第６０号 御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する 

条例案について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２６ 議案第６０号 御代田町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 茂木康生税務課長。 

（税務課長 茂木康生君 登壇）   

○税務課長（茂木康生君）  議案書の１２２ページをお願いいたします。 

 議案第６０号 御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について 

 御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。 

平成２６年６月６日 提出 

御代田町長 茂木祐司   

 １２３ページをお願いいたします。 

 これも町税条例と同様に、課税の特例にかかる所要の規定の整備、それから削除

及びこれに伴う規定の繰り上げとなっております。 

 説明資料の１０ページをちょっと見ていただきたいと思います。 

 これについても、法改正に合わせてそれぞれ改正という形になっておりまして、

特に大きく説明する内容ございませんので、申しわけございませんが、この附則第

３項から附則第１５号まで削除が相当あるわけですけれども、これでまた見ていた

だければおわかりになられるかと思いますので、割愛させていただきたいと思いま

すがよろしくお願いいたします。 

 それから、附則のほうで施行期日、経過措置を定めて、原則的には平成２９年

１月１日から施行する内容でございますが、一部附則第３項の部分で、本文方式の

廃止に伴う規定の整備ということで、附則第３項のところにちょっと「本文方式の

廃止に伴う規定の整備」というくだりがありますが、この部分だけはもう実際には
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これは採用してない分なんですが、条文の整理という中で、今回、公布が施行され

た段階でこの部分については削除するような形になります。 

 また、ほかの条例改正同様と同じように１２５ページから新旧対照表がございま

すのでごらんいただきたいと思います。 

 以上、国保税条例の一部を改正する条例案について提案理由の説明を申し上げま

した。 

 よろしく御審議の上、お認めくださるようお願い申し上げます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２７ 議案第６１号 御代田町在宅介護支援センター設置及び管理に 

関する条例を廃止する条例案について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２７ 議案第６１号 御代田町在宅介護支援センター設置

及び管理に関する条例を廃止する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  議案書１４２ページをお願いいたします。 

 議案第６１号 御代田町在宅介護支援センター設置及び管理に関する条例を廃止

する条例案についてです。 

 御代田町在宅介護支援センターでございますが、平成９年度、１０年度の２カ年

にわたりまして創設補助金を受けまして、要援護老人や介護者に対しまして、在宅

介護に関する相談や保健福祉サービスの調整を目的に、「ハートピアみよた」内に

開設されました。 

 平成１７年の介護保険法の改正に伴いまして、地域包括支援センターが新設いた

しまして、今までの業務に加えまして、介護予防事業のマネージメントや権利擁護
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を含む業務を一体的に実施するようになりました。 

 このため、現在、在宅介護支援センターは存在しておりません。 

 また、平成２６年２月４日付で、長野県より財産処分に関する承認を受けたため、

条例及び要綱を廃止するものでございます。 

 次の１４３ページをお願いいたします。 

 御代田町在宅介護支援センター設置及び管理に関する条例を廃止する条例案でご

ざいますが、御代田町在宅介護支援センター設置及び管理に関する条例は廃止する。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行し、平成２６年４月１日から適用

するということでございます。 

 説明は以上でございます。御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２８ 議案第６２号 平成２６年度御代田町一般会計 

補正予算案（第２号）について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２８ 議案第６２号 平成２６年度御代田町一般会計補正

予算案（第２号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  議案書の１４４ページをお願いいたします。 

 ここでちょっと資料の訂正をお願いしたいと思います。 

 地方自治法の行の一番右端のほうに平成「２５年度」となっておりますが、

「２６年度」の誤りでございますので、申しわけございません、訂正をお願いいた

します。 

 議案第６２号 平成２６年度御代田町一般会計補正予算案について、地方自治法
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の規定によりまして、平成２６年度御代田町一般会計補正予算（第２号）を別冊の

とおり提出するものでございます。 

 予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２６年度御代田町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７,９３８万８,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億７,６０３万５,０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、資料番号６で御説明をいたします。そちらをごらんいただ

きたいと思います。 

 まず、歳入でございます。 

 款１２の分担金及び負担金。負担金といたしまして、管外保育負担金６４２万

１,０００円の増額補正でございます。 

 款１４の国庫支出金。項２、国庫補助金でございますが、地域介護福祉空間施設

交付金関係で３,３７８万９,０００円、社会保障・税番号制システム補助というこ

とで１,１３７万７,０００円等々で、４,７８７万６,０００円の増額補正をお願い

してございます。 

 款１５の県支出金。項２の県補助金でございますが、保育緊急確保事業補助金

１３９万９ ,０００円等の増、それから水田経営確率推進事業補助金の減等々で

３０万８,０００円の増額をお願いしてございます。 

 款１８、繰入金。項２、特別会計繰入金でございますが、小沼地区財産管理特別

会計繰入金として、三ツ谷地区の世代間交流施設のために１,０１０万円の増額補

正でございます。 

 款２０、項４、雑入でございますが、地域介護福祉空間地元寄附金ということで

５０６万４ ,０００円、コミュニティ事業助成金９６０万円等々で１ ,４６６万

４ ,０００円の増額をお願いいたしまして、歳入合計の既定額に７ ,９ ３８万

８,０００円を増額し、６０億７,６０３万５,０００円とするものでございます。 
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 次のページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 議会費は９４２万３,０００円の増額でございまして、人事異動によるものでご

ざいます。 

 款２、総務費。項１、総務管理費でございますが、共通番号制度導入委託料とい

うことで１,７９２万円、コミュニティ助成事業補助金で３９０万円でございます

が、こちらにつきましては申請のありました小田五地区、こちらは除雪機ほか、そ

れから上宿区、同じく除雪機、エアコン等々、それから平和台区ではＡＥＤほか

等々で３９０万となってございます。 

 それから、人事異動に伴う一般職給与の関係で５４３万９,０００円の減という

ような状況で、１,６６１万６,０００円の増額でございます。 

 項２徴税費で４１０万６,０００円の減ですが、これは人事異動によるものでご

ざいます。人件費でございます。 

 項３の戸籍住民基本台帳費につきましても３０万９,０００円の増額ですが、こ

れは新たな扶養認定等々によるものでございます。 

 款３、民生費。項１、社会福祉費でございますが、４,９８６万３,０００円の計

上でございます。 

 内訳といたしましては、三ツ谷地区の世代間交流施設の建設工事４,５００万円、

それからスプリンクラーの整備交付金ということで３７８万９,０００円でござい

ます。 

 それから、項２の児童福祉費でございますが、６８２万１,０００円の増額補正

でございまして、保育士等処遇改善補助金が２１８万１,０００円、ファミリーサ

ポートセンター補助金が１０４万７,０００円等々でございます。 

 款４の衛生費。項１、保健衛生費では、これは人事異動に伴う補正でございまし

て、２８万３,０００円の減額でございます。 

 款２の清掃費につきましては、処分場施設修繕料で１１８万８,０００円の増額、

新クリーンセンターの負担金が１５０万３ ,０００円減となりまして、３１万

５,０００円の減額を計上いたしました。 

 款６の農林水産業費、項１の農業費でございますが、農業振興事業補助金で

２６６万６,０００円増、それから農業委員会、一般職員給与、これは人事異動関
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係で減がございまして５０万７,０００円の増額でございます。 

 項３の農地費でございますが、土地改良事業補助金は１６４万２,０００円の増

額でございますが、人事異動に伴う人件費の減で４４万６,０００円の減額補正と

なってございます。 

 款７の商工費でございますが、全国やまゆりサミット交流会補助金ということで、

１００万円の計上等々で１７９万２,０００円の増額補正となってございます。 

 款８の土木費、項１土木管理費では、県道改良負担金２５万円の増、人事異動に

伴う扶養手当の減等で９万２,０００円の増額補正となってございます。 

 項４の都市計画費でございますが、３７万３,０００円の増額でございまして、

こちら、公共下水道会計への繰出金で増がありますけれども、人事異動による職員

給与の減等ありまして３７万３,０００円の増額となってございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 款９、消防費でございます。こちらで消火栓関連消耗品、消火栓の位置を表示す

るものを消耗品で購入いたしまして、設置委託料３７５万円等を計上し、１,１８４万

円の増額でございます。小型動力消防ポンプ１７０万円につきましては、コミュニ

ティ助成事業の補助を受けてのものでございます。 

 款１０、教育費。項１教育総務費でございますが、８３万８,０００円は人事異

動に伴う人件費でございます。 

 項２の小学校費、こちらは校具の購入ということで１９万５,０００円の計上で

ございます。 

 項３の中学校費でございますが、２０４万４,０００円の減ということで、生徒

指導教員賃金が県費での負担になったことによる減でございます。 

 項４の社会教育費でございますが、コミュニティ助成事業補助金で４７０万円、

こちらにつきましては、平成２６年度コミュニティ助成事業に応募いたしました、

文楽長野公演実行委員会への補助ということでございまして、対象事業３分の２が

補助金となりまして町負担はございません。 そういった状況の中で４１２万

９,０００円の増額補正をお願いしてございます。 

 項５の保健体育費でございますが、スポーツ推進委員の報酬で４５万円の増額が

ございますけれども、臨職の賃金等の減等々で、トータルで１８５万８,０００円

の増額となってます。 
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 それから、項６、学校給食費につきましては６９万６,０００円でございますが、

これも人事異動に伴うものでございます。 

 款１４の予備費で調整をさせていただきました、１,６７６万５,０００円の減額

ということで、歳出合計既定額に７,９３８万８,０００円の増額をお願いいたしま

して、６０億７,６０３万５,０００円とする予算案でございます。よろしく御審議

のほどお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村千恵子議員。 

（１２番 市村千恵子君 登壇）   

○１２番（市村千恵子君）  議席番号１２番、市村千恵子です。 

 ２点ほどお聞きいたします。 

 ページ、１６ページ、お願いいたします。 

 歳出のほうの民生費でありますけれども、児童福祉総務費の中の説明のほうでは、

１９００２のファミリーサポートセンター補助金というふうにあります。この事業

内容について説明お願いします。 

 また、この財源のところに、国と県で、保育緊急確保事業補助金というものが出

ておりますけれども、この補助金というものはどういう事業に使える補助金なのか、

その点についてお願いします。 

○議長（笹沢 武君）  荻原町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇）   

○町民課長（荻原 浩君）  それでは初めに、ファミリーサポートセンターの内容につき

まして、お答えいたします。 

 ファミリーサポートセンターは、子育ての援助をしてほしい人、依頼会員と、子

育ての援助をしたい人、援助会員がそれぞれ登録して会員となり、会員同士が子育

てに関する相互援助活動を行うほか、保護者の仕事と育児を両立できる環境の整備

など、地域住民が子育て支援に参画することにより、児童の福祉向上を図ることを

目的としております。 

 主な子育て支援策としましては、保護者の仕事、病気または休養等に対応するた
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め、おおむね小学生までの児童を対象として、子供の保育園や塾等の送り迎え、放

課後の預かり、親の冠婚葬祭等の際の子供の預かりを実施いたします。 

 なお、保護者が要する費用は１時間当たりで５００円、原則として援助会員、預

かる方の家庭で子供を預かることとなっております。 

 また、ファミリーサポートセンターは、平成２２年度に策定いたしました、御代

田町次世代育成支援行動計画の後期行動計画におきまして、その設置を目標として

おります。 

 今年度設置の準備段階としまして、御代田町社会福祉協議会と連携を図り、援助

会員、預かる方を養成するため、町社協が事務局となりまして、平成２４年度から

平成２５年度、２年間をかけまして、養成研修を実施してまいりました。現在

４３名の方が研修、預かる方、預かるほう側の研修を終了しまして、そのうちの

３３名の方が登録されております。こちらの方々、今年度から援助会員、預かる方

として実践していただくことになりました。 

 町社協のコーディネーターが依頼会員、預けたい方からの申し込みを受け付け、

援助会員、預かる方を紹介するという仕組みをとっておりまして、現在、スタート

から２カ月経過しておりますが、依頼会員、預けたい方の本年度登録者５名のうち、

２名の方が利用しておられます。この事業の運営のため、町社協に対しての補助金

でございます。 

 それと次に、保育緊急確保事業補助金につきましてお答えいたします。 

 保育緊急確保事業補助金は、来年度、平成２７年度からスタートする、子ども・

子育て支援新制度への円滑な移行を図るため、新制度における地域子ども・子育て

支援事業等を先行的に、前倒しで今年度実施する、それに対する支援という事業内

容になっております。平成２５年度までは、安心こども基金事業として実施してい

た事業の一部が保育緊急確保事業へ移行したということに伴うもので、先ほどのフ

ァミリーサポートセンター事業もその一つであります。 

 当町ではこのほかに、雪窓保育園、たんぽぽ保育園及び保育園つくしんぼで実施

しております一時預かり事業、あと軽五沢学園に委託して実施しております子育て

短期支援事業、いわゆるショートステイ事業、これらがございます。補助率につき

ましては、国、県、町、それぞれ３分の１ということになっております。これらの

事業を実施することにより、子育て事業の充実を図られ、その効果として子育て家
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庭の支援につながることが期待されます。 

 今後とも、充実した子育て支援策の実施に向けまして、保護者の御要望に可能な

限り応えられるように務めてまいりますので、町議会議員の皆様方におかれまして

も、御協力をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  市村千恵子議員。 

○１２番（市村千恵子君）  それでは、今の保育緊急確保事業補助金というものは、単年

度ではなく、これからずっと、この事業に対しておりてくるというものなんでしょ

うか。 

 と、済みません。次の質問のことも言っといていいですか。 

○議長（笹沢 武君）  続けてください。 

○１２番（市村千恵子君）  はい。２２ページなんですけど、２２ページの、款７、商工

費、目２、観光費の中なんですけれども、そちらの説明の欄に、全国やまゆりサミ

ット交流会補助金１００万円というのが出ています。本当に町花としてのやまゆり

ということで全国サミットが開かれてるということは承知してました。それがこの

当町に来るということで、非常にうれしいなと思っています。 

 その中で、この全国やまゆりサミットなるものの、規模といいますか、どのくら

いの、全国で参加なのか、その規模とか内容、それからまた、ここでサミットを行

うとすれば、全国から集まる中では参加者の宿泊など経済効果も期待できるのかな

と思うわけですけど、その辺についてはいかがでしょう。 

○議長（笹沢 武君）  荻原 浩町民課長。 

○町民課長（荻原 浩君）  それでは、最初の御質問でございますが、先ほども申し上げ

ましたとおり、来年度、平成２７年度から新制度がスタートいたします。それに対

する先行的に前倒しでということで、今年度、前倒しで実施できるように「緊急」

という名称が入っております。 

 来年度、新制度に本格的に移行になりましたら、補助金、補助制度、事業の名称

は恐らく変わると、「緊急」というような字は入ってこなくなると思います。で、

名称は一部変わってくるかと思いますが、これ、取り組みに対するものは継続的に

支援されるという情報が入っております。 

 以上です。 
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○議長（笹沢 武君）  飯塚 守産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇）   

○産業経済課長（飯塚 守君）  それでは、お答えします。 

 全国やまゆりサミット会の補助金について、お答えします。 

 全国やまゆりサミット会は、現在、福島県、茨城県、栃木県、山梨県、埼玉県、

長野県に住所のある６団体で構成されております。第１回全国やまゆりサミットを

平成５年御代田町で開催して以降、１２回のサミットが開催されました。これを通

し、やまゆりを通しまして、さらなる会員相互の友好の輪を広げ、地域振興を図る

ことを目的に、本年度、御代田町で開催することになりました。 

 サミットは、龍神まつりの前日である７月２５日から２６日にかけて開催する予

定でございます。内容としましては、やまゆりを通して貢献された皆様の表彰や原

発事故で被災した仲間へ、今までのサミットに参加する感謝の気持ちをあらわして

いきたいと考えております。 

 また、やまゆりに寄せる思いについて、埼玉県の滑川町の吉田町長を始めとした

パネルディスカッション等、交流会等を予定しております。 

 翌日は、龍神まつりのやまゆり展示会や堀篭達雄様のやまゆりの栽培方法、浅間

しゃくなげ公園の視察と龍神まつりの見学を予定しております。参加の呼びかけは、

やまゆりサミット会の構成団体のほか、今までかかわってきた団体や近隣市町村と

町民に呼びかけていきたいと考えております。 

 参加者は１５０人から２００人を見込んでおります。宿泊につきましては、町内

宿泊施設をあっせんしていくということで、現時点では４０名ほどの宿泊予定であ

り、経済効果は期待できるものと考えます。 

 なお、サミットにつきましては、実行委員会組織で内容を煮詰めておるところで

ございます。 

○議長（笹沢 武君）  よろしいですか。 

○１２番（市村千恵子君）  はい。終わります。 

○議長（笹沢 武君）  ほかに質疑のある方は挙手──池田健一郎議員。 

（１０番 池田健一郎君 登壇）   

○１０番（池田健一郎君）  議席番号１０番、池田です。 

 新クリーンセンターについて、今回、６月の補正で１５０万３,０００円が減額
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されるということで提案がありましたけれども、２６年度当初予算では１,１３３万

７,０００円が計上されており、先ほどいろいろの説明がありました財源説明、そ

れから、その前の負担金の各構成団体による負担金の内訳というところを見まして

も４８３万７,０００円ということで、減額した金額ですね、減額する金額が、ち

ょっとこの、必要とする財源と合わないような気がするんですが、その辺のところ、

ちょっと説明お願いします。 

○議長（笹沢 武君）  荻原 浩町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇）   

○町民課長（荻原 浩君）  お答えいたします。 

 ５月１６日に開催されました全員協議会のところで資料としてお示ししまして、

御説明申し上げました。これまでの精算金ということで、平成２１年度から２６年

度の間の精算金ということで、全体で歳入が、これは佐久市の予算でございますが、

歳入が５,５１４万円ということと、あと歳出につきましては、今やっております

アセスの委託料ですとか、そういったもの、もろもろ、これまでかかってきた経費

の合計が１億２ ,７６４万９ ,０００円ということで、その差額が７ ,２５０万

９,０００円ということでございまして、うち、その御代田町負担分の負担率、実

績割等々換算しますと４９９万６,０００円ということになっております。 

 当初につきましては、５０３万６,０００円という予算措置、計上をさせていた

だいておりましたので、差額の１５０万円の減額ということで、その予算書の項目

の中には、これ以外のもの、経費も含まれておりますので、数字はぴったり、今回

の補正の資料の中ではぴったり合っていきませんが、内容につきましては、その差

額、平成２１年度から２６年度までに佐久市のほうで支出しておりました施策につ

きましての精算ができたということで、その部分につきましては１５０万円の減額

という内容でございます。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  承知しました。終わります。 

○議長（笹沢 武君）  ほかに質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 
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 これをもって質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午後 ３時０８分） 

（休  憩）   

（午後 ３時２０分） 

○議長（笹沢 武君）  休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第２９ 議案第６３号 平成２６年度御代田町小沼地区財産管理特別会計 

補正予算案（第１号）について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第２９ 議案第６３号 平成２６年度御代田町小沼地区財産

管理特別会計補正予算案（第１号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  議案書の１４５ページをお願いいたします。 

 議案第６３号 平成２６年度御代田町小沼地区財産管理特別会計補正予算案につ

いて御説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２６年度御代田町の小沼地区財産管理特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０１０万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,３６３万４,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページ、お願いいたします。 

 歳入でございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金、既定額に１,０１０万円の増額補正でござい

ます。歳入合計も１,０１０万円の増額で、１,３６３万４,０００円とするもので

ございます。 
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 ３ページ、お願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款１総務費。項１総務管理費として、既定額に１,０１０万円の増額補正を行う

ものでございます。これは、三ツ谷地区世代間交流センターへの補助分を一般会計

へ繰り出すものでございます。 

 歳出合計の既定額に１,０１０万円の増額で、１,３６３万４,０００円とするも

のでございます。 

 説明は以上でございます。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３０ 議案第６４号 平成２６年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計補正予算案（第１号）について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３０ 議案第６４号 平成２６年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計補正予算案（第１号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   

○保健福祉課長（古畑洋子君）  議案書１４６ページをお願いいたします。 

 議案第６４号 平成２６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案につ

いて 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、平成２６年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり提出するものでございます。 

 それでは、予算書１ページをお願いいたします。 

 平成２６年度御代田町の介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３万６,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億１,４３７万７,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金でございますが、包括的任意事業・支援事業

の繰入金としまして、３万６,０００円の増額でございます。 

 歳入合計でございますが、補正額３万６,０００円を増額いたしまして、１０億

１,４３７万７,０００円でございます。 

 続きまして、３ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 款３、地域支援事業費。項２、包括的支援事業・任意事業費でございますが、

３万６,０００円の増額でございます。こちら、一般職人事管理経費で、共済組合

の負担の増率に伴うものでございます。 

 歳出合計でございますが、補正額３万６,０００円を増額いたしまして、１０億

１,４３７万７,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。御審議いただけますようよろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３１ 議案第６５号 平成２６年度御代田町公共下水道事業特別会計 

補正予算案（第１号）について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３１ 議案第６５号 平成２６年度御代田町公共下水道事

業特別会計補正予算案（第１号）についてを議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書１４７ページをごらんください。 

 議案第６５号 平成２６年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案につい

て 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により平成２６年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算の１ページをごらんください。 

 平成２６年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５２２万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億８,４２９万９,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、次の２ページをごらんください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫補助金でございますが、本年度実施予定の下水道

事業全体計画、それと変更認可の見直し事業が、補助対象として採択されたことに

よる、既定額に対しまして、３５０万円の増額補正をお願いするものでございます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金、新規職員採用による人件費がふえたことに

よりまして、既定額から１７２万２,０００円の増額をお願いするものでございま

す。下水道工務係１名の増でございます。 

 歳 入 合 計 と い た し ま し て 、 補 正 額 が ５ ２ ２ 万 ２ ,０ ０ ０ 円 で 、 総 額 が ６ 億

８,４２９万９,０００円でございます。 

 次の３ページをごらんください。 

 歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費、補助事業の実施設計業務費、単価改定による

増と人事異動による増額、新規職員増による増額で、既定額に対しまして５２２万

２,０００円の増といたします。 
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 款２、公債費。項１、公債費につきましては、財源変更でございます。 

 歳出合計につきましては、５２２万２,０００円の増額補正をお願いするもので、

総額６億８,４２９万９,０００円でございます。 

 以上のとおり、御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３２ 議案第６６号 平成２６年度御代田小沼水道事業会計 

補正予算案（第１号）について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３２ 議案第６６号 平成２６年度御代田小沼水道事業会

計補正予算案（第１号）についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大五政彦建設水道課長。 

（建設水道課長 大五政彦君 登壇）   

○建設水道課長（大五政彦君）  議案書１４８ページをごらんください。 

 議案第６６号 平成２６年度御代田小沼水道事業会計補正予算案について 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により平成２６年度御代田小沼水道事業会計

補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをごらんください。 

 平成２６年度御代田小沼水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 平成２６年度御代田小沼水道事業会計予算、第３条中に定めた収益的支

出の予算額を次のとおり補正する。 

 収益的支出につきましては、２ページをごらんいただきたいと思います。 

 平成２６年度御代田小沼水道事業実施計画（第１号補正）収益的収入及び支出で

ございます。 
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 支出のほうをお願いいたします。 

 款５１、水道事業費用といたしまして、項１、営業費用、目４、総係費でござい

ますが、既定額に対しまして２０１万円の減額補正をお願いするものでございます。

４月人事異動に伴う人件費の減額でございます。 

 項３、特別損失。目５、その他特別損失でございます。１５万２,０００円の減

額でございます。同じく、人事異動に伴う期末手当、共済組合費、負担金等の減額

をするものでございます。 

 補正予算額は、既定額に対しまして２１６万２,０００円の減額補正をお願いす

るもので、合計が１億８,０４４万５,０００円でございます。 

 １ページにまた戻っていただきまして、第２条 予算第６条中に定めた職員給与

費の予算額を次のとおり補正する。 

 こちらにつきましても、人事異動に伴う給与費を減額するものでございます。 

 ４ページをごらんいただきたいと思いますが、収益的支出といたしまして、項１、

営業費用、目４、総係費、節の２、給料、８５万９,０００円の減額。節３、手当、

９７万２,０００円の減額。節４、法定福利費、２９万３,０００円の減額。いずれ

も人事異動に伴う減額でございまして、こちらを全て合計して、また１ページに戻

っていただきますが、２１２万４,０００円の既定額に対しまして、減額補正をお

願いするものでございます。合計は、２,２６２万６,０００円でございます。 

 以上のとおり、御審議をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３３ 報告第２号 平成２５年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、 

貸借対照表及び損益計算書の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３３ 報告第２号 平成２５年度御代田町土地開発公社事

業報告、財産目録、貸借対照表及び損益計算書の報告についてを議題といたします。 
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 報告を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  それでは、議案書の１４９ページをお願いいたします。 

 報告第２号 平成２５年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対照

表及び損益計算書の報告について 

 去る５月１９日に、御代田町の土地開発公社理事会に提出し、承認されましたの

で、地方自治法の規定により報告をいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 こちらにつきまして、一番下の欄でございますが、「平成２６年５月１９日決」

となってございますが、申しわけありません。「議決」というふうに御訂正をお願

いいたします。大変申しわけございません。「５月１９日議決」です。失礼しまし

た。 

 それでは、内容について３ページのほうをお願いいたします。 

 事業報告書でございます。 

 概要といたしまして、当年度におきましては、土地の先行取得が２件ございまし

た。 

 ２の理事会でございますが、理事会議決事項は、理事会は３回開催しておりまし

て、議決事項につきましては、記載のとおりでございます。 

 ３の会計でございます。（１）財産目録でございますが、流動資産、現金及び預

金で７０６万８,０１０円。 

 内訳といたしまして、現金はございませんで、普通預金３５６万８,０１０円、

これは、八十二とＪＡ佐久浅間にそれぞれございます。 

 それから、定期預金ということで３５０万円でございます。 

 （２）といたしまして、公有用地でございますが、旧国鉄用地、住宅用地、街路

用地、代替用地、廃棄物処分場用地、メルシャン跡地等々、合計で２億５,６２３万

７,３０４円でございます。 

 （３）番の土地造成事業用地ということで、やまゆり工業団地が１億３５９万

２,５７０円ということで、資産合計が３億６,６８９万７,８８４円ということに

なります。 

 ４ページをお願いいたします。 
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 ２５年度の損益計算書でございます。 

 事業収益といたしまして３５万１,４３３円、内訳といたしまして、公有地取得

事業収益はございません。附帯等事業収益ということで３５万１,４３３円でござ

います。 

 事業原価はございませんで、販売費及び一般管理費でございますが、２５万

４,３９６円ということで、事業収益といたしましては９万７,０３７円ということ

になります。 

 それから、４の事業外収益でございますが、こちらは、全て受取利息で１,９７０円

ということでございます。 

 経常利益といたしましては、９万９,００７円となりまして、当期純利益も、当

期利益も同額の９万９,００７円ということになります。 

 ５ページをお願いいたします。 

 貸借対照表でございますが、資産の部、流動資産で３億６,６８９万７,８８４円。 

 内訳といたしましては、現金及び預金で７０６万８,０１０円、公有用地が２億

５,６２３万７,３０４円、未成土地が１億３５９万２,５７０円ということで、資

産合計が３億６,６８９万７,８８４円です。 

 負債の部ですが、固定負債ということで２億９,９４０万円でございまして、こ

ちらは全て長期借入金でございます。 

 負債合計が２億９,９４０万円でございまして、資本の部でございますが、資本

金３５０万円でございますが、全て基本財産でございます。 

 次に、準備金でございますが、６,３９９万７,８８４円ということになります。 

 内訳といたしまして、前期繰越準備金でございますが、６,３８９万８,８７７円、

これに当期純利益、９万９,００７円を加えた資本合計が６,７４９万７,８８４円

となりまして、負債資本合計は３億６,６８９万７,８８４円となり、資産合計と合

致いたします。 

 ６ページ以降は、決算に関する説明資料を添付させていただいております。 

 報告については以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、報告を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２５年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対

照表及び損益計算書の報告を終わります。 

 

－－－日程第３４ 報告第３号 平成２６年度御代田町土地開発公社第１回 

補正予算の報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３４ 報告第３号 平成２６年度御代田町土地開発公社第

１回補正予算の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  それでは、議案書の１５０ページをお願いいたします。 

 報告第３号 平成２６年度御代田町土地開発公社第１回補正予算の報告でござい

ますが、こちらも去る５月１９日に理事会に提出し、承認されましたので、地方自

治法の規定により報告をさせていただきます。 

 今回の補正につきましては、メルシャン跡地で本年もＣＭ撮影が行われまして、

賃料収入を計上するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 こちらも一番下の欄で、「５月１９日議決」の「議」が欠落しております。申し

わけございません。加えてお願いをしたいと思います。 

 それでは、補正予算の内容について御説明をいたします。 

 ２ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１回補正予算でございます。 

 第１条 平成２６年度御代田町土地開発公社の第１回補正予算は、次に定めると

ころによるということで、以下、補正された箇所についてのみ説明をさせていただ

きます。 

 第２条 収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するということで、収入

でございますが、事業収益で、既定額に１９万９,０００円の増額補正をするもの

でございまして、附帯事業収益ということで１９万９,０００円、こちらはメルシ

ャンの跡地のＣＭのための借料でございます。 
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 収入合計は、１９万９,０００円を増額いたしまして、１,９９０万２,０００円

という状況でございます。 

 支出には、補正はございません。 

 ３ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出にも補正はございません。４ページ以降は、収支計画、予定

損益計算書、予定貸借対照表等でございます。 

 報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、報告を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２６年度御代田町土地開発公社第１回補正予算の報告を終わ

ります。 

 

－－－日程第３５ 報告第４号 平成２５年度御代田町繰越明許費繰越計算書の 

報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３５ 報告第４号 平成２５年度御代田町繰越明許費繰越

計算書の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  それでは、議案書の１５１ページをお願いいたします。 

 報告第４号 平成２５年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告について 

 平成２５年度御代田町繰越明許費に係る繰越計算書を、地方自治法施行令の規定

により、別紙のとおり報告いたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町繰越明許費繰越計算書でございます。一般会計でございま

す。 

 款２、総務費。項１、総務管理費、事業名はプロポーザル委託料ということで、

新庁舎のプロポーザルの委託料でございまして、翌年度へ繰り越す額が５２万
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５,０００円でございます。 

 款３、民生費。項２、児童福祉費、事業名が保育料システム改修委託料というこ

とで、３５０万円の繰り越しであります。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費、クラインガルテン整備事業ということで、

２,７００万９,０００円の繰り越しであります。 

 農作物等災害緊急対策事業補助金ということで、６７５万５,０００円の繰り越

しでございます。これは、雪害による代替納屋の補助でございます。 

 項３、農地費で、農山漁村活性化プロジェクト交付金事業でございまして、

３,４４７万８,０００円の繰り越しでありますが、これは、児玉・天池地区水道改

修工事でございます。 

 款８、土木費。項２、道路橋梁費でございますが、まちづくり交付金事業（道路

改良）の関係でございまして、３億２,２８５万６,０００円の繰り越しでございま

して、栄橋、それから、小田五追分線ほかでございます。 

 それから、道路台帳保守管理委託料ということで３６２万円の繰り越しでござい

ます。 

 項４、都市計画費で、用途地域見直し業務委託料で３０９万８,０００円の繰り

越しということで、繰越合計額が４億１８４万１,０００円ということでございま

す。 

 報告は以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、報告を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２５年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告を終わります。 

 

－－－日程第３６ 報告第５号 平成２４年度御代田町事故繰越し繰越計算書の 

報告について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３６ 報告第５号 平成２４年度御代田町事故繰越し繰越

計算書の報告についてを議題といたします。 
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 報告を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  議案書の１５３ページをお願いいたします。 

 報告第５号 平成２４年度御代田町事故繰越し繰越計算書の報告について 

 平成２４年度御代田町事故繰越しに係る繰越計算書を、地方自治法施行令の規定

により、別紙のとおり報告をいたします。 

 １ページ、おめくりをいただきたいと思います。 

 平成２４年度御代田町事故繰越し繰越計算書。 

 一般会計でございまして、款８、土木費。項２、道路橋梁費、道路新設改良事業

経費ということで、７,５８４万４,０００円の繰り越しでございます。 

 これは、平成２４年度事業を繰越明許費として事業実施をしてまいる予定でござ

いました。御承知のとおり、２月の１４日から１５日にかけて、豪雪災害により、

工期内に事業完了ができなかったために、事故繰越しとして繰り越したものでござ

いまして、久能梨沢線、大星線、向原豊昇線ほか２路線ということで、それらの事

業費について事故繰り越しをさせていただきました。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、報告を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり）   

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２４年度御代田町事故繰越し繰越計算書の報告を終わります。 

 

－－－日程第３７ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を 

求めることについて－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３７ 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇）   



９１ 

○保健福祉課長（古畑洋子君）  議案書１５５ページをお願いいたします。 

 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 下記の尾台良左氏を人権擁護委員として推薦したいので、人権擁護委員法第６条

第３項の規定によって、議会の意見を求めるものでございます。 

 推薦理由としましては、尾台良左氏は、昭和４９年から平成２３年までの３７年

間の長きにわたり、小学校教諭として人権の尊重、健全育成について指導をされて

きました。平成２３年から１年間は、教育委員会において、不登校専門員を務めら

れ、平成２６年度からは、東原児童館長として子供たちの支援を通じ、子供の生き

る権利や幸せになる権利が守られるよう、地域のために御尽力いただいております。

人格、識見も高く、適任者でありますので、人権擁護委員に推薦いたします。任期

は、平成２６年１０月１日から、平成２９年９月３０日の３年間でございます。 

 説明は以上です。御意見をいただき、御承認賜りますようお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、質疑・討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認め、諮問第３号を採決いたします。 

 本案は、適任とすることに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手）   

○議長（笹沢 武君）  挙手全員であります。よって、諮問第３号 人権擁護委員の推薦

につき意見を求めることについては、適任という意見を付することに決しました。 

 以上で、全ての議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております、議案第５６号から議案第６６号までについては、

会議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、

それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）   

 異議なしと認めます。よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託するこ
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とに決しました。 

 

－－－日程第３８ 請願第２号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める 

請願について－－－   

－－－日程第３９ 請願第３号 国の責任による３５人以下学級推進と、教育予算の増額 

を求める意見書提出に関する請願について－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程第３８ 請願第２号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を

求める請願について、日程第３９ 請願第３号 国の責任による３５人以下学級推

進と教育予算の増額を求める意見書の提出に関する請願について、お手元に配付し

てあります請願付託表のとおり、会議規則第９２条の規定により、所管の常任委員

会に付託いたしますので審査願います。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。御苦労さまでした。 

散 会 午後 ３時５４分 


